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甲状腺機能尤進症における血漿中性脂肪，リン脂質

およびコレステロールエステルに関する研究

　　　　寺　　島　　文　　平
右言　　少卜1　火　　r等尭　　匝藏　　Ωγ：　吝質　　づLL　　lll　クト　禾埠　　教　　七｛｛

Studies　on　Plasma　Triglycerides，　Phospholipids　alld　Ch（）1㈱terol

　　　　　　　　　　　Esters　in　Hyperthyroidism

　　　　　　　　　　　　　Btmpei　TERASHIMA
　　　　　　　Pr（）f．　MARuTA’s　Surgical　Clillic，＄hin瑞1川Ullivu’sity

　　　　　　　　　　緒　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．研究方法

　甲状腺機能と脂質代謁1との間に轡接な関係のあるこ　　　検伽晒嘲控i腹時1け静脈Jlり1魚液111～15紹耐緬【

とは談験的にも臨床的に遥、知られ．ている1）－1・）．IP　し諏糊魏で凝1・1欄轍し1鵬φご分離た：・

状腺機能プ磁症にホδいては…姻総・レステ。一，嚇　　Il糊旨伽δ・kびリン脂慨畷鰍は1（；arl・・岨鰍鋤

は減少し1）3）14）19），血「IIの中性脂1μ∫鍛，リン脂質：協：は　　　22）に”ご抽川し，　Val篭Hal、del　川川窺法く艘1ヒ比色

正常ないし減少1）9）18）するといわれている。　　　　　　　法）21）鋤および1｛lil｛’k灰化㎜硫酸ヒドラニニγ蝋’覇比臨1／l

　SandhoferDlよ，　ll1状腺機能充進症の未治療時に．は，　　鱒25）で，総；1レツ～テF1・聞ルはZUI’kし｝w段ki己・1≧襯酬播測

血中総コレステ㍗一ル量，中性脂肪盤およびllン脂質　　驚した。

墨は減少しているが，治療により増加すると報告して　　　　中1側旨肪・リン1】旨質お」：び凝レ：’・簡μ”陶ノレ漏断艶ル

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の脂酸構成比の測簸は，1川IL漿より五」qlch氏法鋤《図

　一方，甲状腺機能低下症における面L漿脂質の脂酸　　　1）1こて11旨顕な抽鋤し，2）二れな薄麟鱈避♂1・グ学

構成比に関する観究報告1D16）2°）は二’三みられるが，　　　　　i血L　　　　漿　　　　5紹

雛簾糠諜際，搬鷺弊：1’と　↓　1蹴1：‘魏編
繍・甲状撒能尤進勉・馴生齢・・謄〔　抽　出　繍鰍纒静｛1｝1、

睾鵬灘磁観欝竃lfなう鵬　　／　騰響条鱗欝
　　　　。研購お。び研究方法　　薄層・・マ・グ…一轡錨騰1　：弓

　　　・・研究対象　　　　　　　↓
　丸田外科に入院し，手術をうけた甲状腺機能充進症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展　　　　　開
患潜を本研・究の対象とした。対照は18才から57オまで　　　．…一一・・一…「一一一1・…一一・…一、

の糠人で縞螂蜥硬化月i糠欝のないもの　1ト1　リ　ご
をえらんだ。璽に甲状腺機能正常な単純性甲状腺腫を　　　　　　　　　　　　　と・

も比鰍討の撒とした．　　　　　　性　　ン　冨
　　　B・研究項目　　　　　　　　　．　，1
　1・甲状腺機能九進症の未治療蒔，抗甲状腺剤投ケ　　　脂　　　　ll｝ゴ　　　エ

後（手術前）獄び轍1湖（退階）舳漿・搬　　　　　孚
脂脚・脂質な・びに血灘・レステ・一・畷的し＿瓢．、－1隔糠。＿，嚇
変動。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各周をメチル化　　　ベンゼソ1認加瓦，漏浴上

滅講讐騰蹴麟，襯罫騨襯　　　↓　　て綱灘（2嚇

ならびにコレステロールエステルの脂酸構成比の推　　　ガスクμマトグラフf…

移。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1・　　測箆　法　の　慨　要
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フィー（図2）にて分離し，3）その各々をStof正e1氏　　　　b．滋純｛竺k甲状腺腫：単糸1匡性甲状腺腫13例のln正漿1乙1：1

法30）にてメチル化し，4）ガスクロマトグラフィー（図　　　性脂肪盤は蓑2のごとくで，123～63脚／諺平均87土

2）にて分析し，半値rl1法にて百分率を求める方法に　　　17㎎／粥で・対照と比較して有意薙を認めない，，

よ・た・　　　　　　　　　　表2鞭脳脚泉勲n劇欄旨鵬1、

吸　1・千　剤キイ＿ビ，げル1｛　　　＿＿＿＿＿一．一、＿＿，＿ノ碗¢．．．

　　　　　　　　　μノ：さ0．7㎜l　　　　　　l丸　lh　39　‘～　　123
展開溶媒濯舳一テル：エチルェー　　　2・111’ll｝奇　22　♀　　110
　　　　　　　　　テル・醐愛＝・8〔｝・20・1　　　3ジ1：　ll　53　3　　1｛｝5

螢光試薬1％。4ミソ6G　　　　・1岡　村　41　6　　1｛｝2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　’諺ボ　　畑　　35　　♀　　　　　　89

　　　　ガスクロマトグラフィーα）．条件　　　　　　　　　　　6　寺　　沢　　50　　♀　　　　　　88

1，機　種糊1木GCG－5DH　II趾　　　7珪1一杏42♀　　81
2，検出器藤焔イオン化検｝瑠　　　　8111・・是25♀　　81
3功　ラ、、ステン。ス製u摺1　　　9！公木29〕ご・　　79

謝肋マトグラフ｛一囎 @　　 ・li三例零性・・鮒1・］鱗・

　　　　　　　　　　内径・劇乏さ15…　　　1°｝ll：　誓29～｝　78
　　　　　　液＋li弛チレン列一ル・〃　　11イ！ll・137♀　　72
　　　　　　　　　　淋一ト（1吻　　　　　12新井・1〔｝‘・1　　6・1
　　　　　　担体ク叶ソ，げw　　　、！3監．璽＿竺＿8＿＿一＿坐
　　　　　　　　　　　（60～80メ　ッシ’藷）　　　　　　　　　　　　　　　　二・1ム　　　ユ勾　　　　　　　　　　　　　　　　　　 87土17

4．カラム温度　200°C
5．キ．リアーガス蝋流量40卿ク♪　　　・・「ll状撒脚雌111｛・11・1状　織能腿婁ltlll例の・10L

6，水　　素　　流量30π6／分　　　猿中1棚旨1臓職3のごとくである・
7．検1⊥1器温度　240°C　　　　　　　　　　　　　　（1）　朱治療1時のlllL緊中性脂肪騒1：；lll状腺機能充11皇

　図2．亨繍ク。卦グラ。門とガ〃。マ　症の未治脳の1血ビ球坤備鵬1・は，正゜8～：鞠溜で・

　　　　　i・グラフ，一の条件　　　　　　’1物68土21剛♂6である。これ鯛照と」・徽すそ，と低

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値ではあるが，推計学的にはイ∫意差iを認めない、、

　　　II，研究成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　抗甲状腺剤投与了菱の1血L漿中性脂肪：蹴：li」状腺

　　A．1血L漿中鵬肪　　　　　　　機能ラtl蝋1の捌1状〕1糊非史一搬（獅1揃）の1膿1”1牲

　1．鹸・1・性　旨　騰　　　　　　　脂ll騰は169～7翻認・平均11阯237㎎／46で，糟

　a・対照：健康人10例の血漿中性ll旨鍛は褒1のごと　　　　表3　　甲状腺機能）t進症｝こおける

くで，121～58㎎／認，平均86土20㎎／認である。　　　　　　　　　　［血し漿中性脂肪麺：の変動

表1　対照の1嫌・剛Jl旨肪趨：　　　　　、　　｛卜　　1籐中iご鵬肪蹴卿46

．＿＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿．＿＿＿．＿＿．．翌∠喫＿．＿　　　　1竹　　腰32　牟　　108　　169　　　～11

　　1宮　崎　31　δ　　121　　　2近 藤39♀　94　121　112
　　2　　栗　字1至　貯〔　　　20　　　　♀　　　　　　　　　113　　　　　　　　　　　　　3　　橋　　　　ノ氏　　23　　♀　　　　　84　　　　　104　　　　　　98

　　3　　左卯　　　　澱｛　　　20　　　　♀　　　　　　　　　105　　　　　　　　　　　　　4　　落　　　　｛セ　　21　　♀　　　　　78　　　　　　79　　　　　　9．1

　　4　　4、　　　堵木　　　　20　　　　♀　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　　　　　5　　我　　　　ili　28　　お　　　　　68　　　　　131　　　　　　98

　　5　　和く　　　　浮柾　　　　20　　　　♀　　　　　　　　　　83　　　　　　　　　　　　　6　　’1智　　　　Jll　l8　　♀　　　　　65　　　　　141　　　　　　95

　　6　　セ可　　　　重錆　　　　2〔｝　　　　巧～　　　　　　　　　　8｛｝　　　　　　　　　　　　　7　　叢r　　　不f　　19　　♀　　　　　｛～3　　　　　132　　　　　104

　　7塩ボ　鰐〔　20　♀　　　 75　　　　 8」ヒ　言尺39♀　 57　　102　　1く）3

　　81卜　璽｝　20　♀　　　73　　　　9石　力135お　 56　　96　　87
　　9　　　　　関　　　　　　29　　　　δ　　　　　　　　　　66　　　　　　　　　　　　10　　募導　　　錦馬　　51　　♀　　　　　43　　　　　117　　　　　107

　　10火　i⊥1　18　♀　　58　　　11太　田18♀　35　78　96

　　平均　　　 86土20　　 平均　 68±21115土2399±7

症例零＿、＿旨1坊蹴…蟹一必壁鐘蟹登
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療時に比i鮫して増加している（Pく二〇，01）、，たゴし対照　　　リノ…ル脂酸対・呈ルξチン酸比（以「ド1／1唄儲い房

と比較してやや高値を示すが，有意の麗ではない。　　　　にっいてみるとL2｛ト・0・7L平」炉L98こkllJ5・囑ll：不

　（3）　術後1カlijの．血漿「｝二1桝Jj旨肪量：甲状腺IUI全1グ1　　飽和脂肪酸対fll哩和［ll舟肪酸比トす’瀬わ．か」パPU　1・ilf；〆

除後1ヵ月の血漿中側i脂肪量は112～871解／認，平均99　　酸十オレイン酸十リノ”’ル酸〆1芝ll’へ噛∫ツ酸｝’：’U

土7η騨認で，抗甲状腺剤投与後に比してやや減少し　　　チソ酸＋ステアリソ酸比（以「ド1｝SIS比」．い’）1て

ているが，未治療時に比してやや増加している（Pく　　は2・39刈・陥　平均2・｛職・｛1’25で1｛’，翫

〔》・01）。更に対照と比較するとや・や高値を示すが有意　　　　b．単純性lll状腺肺；単斜1挫lil状腺肺17例のllll1lli申

の蓬ではないし，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性脂肪のlj榊i安1勘戎比け．凝5［ノ）ごメ・くソ、ある1、

　　2．i血L漿中1生脂肪の脂酸構成比　　　　　　　　　　　　　ミリスイ’ン酸1よ：L5’、4・2焦1，’1燦」二1・Bり・ll焦1・r’織

　a・対照：健康人11fグ旺の1血】．i艇1†！性脂ll方の脂酸構成」．七　　　ミ・∫・ソ酸は31｝，6㌔・2」．7露，・ド均27，1日11・｛1∫’，｝・パ八．£ト

は表4のごとくである。検出し得たll旨酸は，ミリスチ　　　：ン1・レイン酸は｛L5・略」％，馳ド均5・蹴｛Mρ♂1・．ワ鱈ノリ

ン酸，パルミチン臨パルミ1・オレイソ酸，ステアリ　　ン酸昏1いL8・一侃％、・1鞠4煽メ瞬～1。．ロr幽鰍

ン酸，オレイソ酸，リノール酸とアラキドン酸の7脂　　 4｛〕．5～32．3％，平均35．2：ヒL8％，り．ノー’i・醜は貯．麟‘・・

酸であったが，アラキドン酸は搦めて少：殿のため「晋1略　　　2LO％，平均2霜・3土2・呼～∫℃あ嶺、す裟1：わちねイン酸

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が最も多く，ついで．パルミ・∫・ン鹸，リノ・．畷・．離，〆：恩

　ミリスチン酸は3・1～1・1％，平均2，1土0．3％，パル　　　ミ1・オレイン酸，，訊塑1〆リγ醜，91糧」1．ン纏の1｛lli序

ミチン酸は31．3～24．7％，平均26．7土1．2％，パルミ1・　　であるロアラ・1』ドソ酸はきわめ’ζ少搬4．1Allめ賓織し

オレイソ酸ぱ7，4～aO％平均5，0±1，3％，ステァリ　　　た、，っぎにL／O比1、k｛｝、呂〔…回｝．舘，・ド均い，惣」メ｝41，

ン酸は5・7～3・2％，平均4・2止o・7％，オレイン酸は　　　LIP比はL｛）5～〔｝．75，・1ゐ均（，．9翫1ム｛」，13、　u＄ノs　1・1㍑：1．：毛～畢

39，6～30，7％平均36．0士3、0％，リノール酸は30，7～　　　～L72，平均1、97土0，2Ui’ll5歓、

20．0％平均25．9土3。4タ6であるqすなわち．血漿中｛！li　　　以、kの単純1！k甲状腺1しlll鵡廊けゐlrl【漿ll重｛’1激躍押：｝脂洩菱

脂肪の脂酸構成比はオレイン酸が最も多く，以下パル　　　構成比と対照のそれとのllllには霧意糠鳶・喜鮎醤め蹴い、、鎌

ミチン酸，リノール脂酸，パルミトオレイン酸，ステ　　　たL／O塩　L／Pまヒ，uSIS　J櫨誉瞬照之の闇1，昭∫意露1

アリン酸，ミリスチン酸の順序である。　　　　　　　　～を誌めない｛、

　つぎにリノール脂酸対オレイン酸比（以下0／L比と　　　　仏甲1飛腺機能、1’磁症：ill状腺機漉Jl繊輪鱗1鋼の甑

いう）についてみると0．91～0．63，平均0．73土〔L10，　　　膜1［1｛’li脂llノ∫の脂酸構成比1；L爽｛う，7，呂の．∴弛いなあ

表　4　　　　　　　　　対照の」1巳漿中性ll旨肪の脂酸構成比（％）と腸酸比

症例零性ミ某チ／生。。勃卑ジ≠，。…イ・・ノ…・レ（）」ヒL羅｛蜘七

1　　オピ　　　　i尉　　18　♀　　　　1、6　　　　24．7　　　　　5．4　　　　　4．3　　　　36，7　　　　27．2　　　　0。74　　　　1，鷺｝　　　　欝．畿7

2　　栗　セ：匡　原　　20　♀　　　　3．Q　　　　26．2　　　　　4，4　　　　　4．5　　　　36，4　　　　25，5　　　　（レ．7⑪　　　　‘1．～｝7　　　　i，繋7

3小　林20♀　1。1　25．4　4．7　4．4　33．8　305　0．9｛l　L21｝　2．Z；毒
4　～尺　　海　 20　♀　　2．3　　　31．3　　　3，0　　　5，7　　　30．7　　　27，1　　　0．鴇蘇　　　‘》．87　　　1．絡

5　　塩　　　　腸〔　20　♀　　　　L6　　　　24，7　　　　　7．4　　　　　3．2　　　　36．1　　　　27，1　　　　｛｝。75　　　　1．　R）　　　　2，：聾曇

6杉　ll・120♀　2・0　27・3　4・7　・1．5　37．4　24、｛｝　｛L‘14　‘｝讃8　L蝿
7　　11」　　　堅f　　20　♀　　　　2，3　　　　27．4　　　　　6、｛）　　　　　3．6　　　　37。｛｝　　　　23，7　　　　｛｝．6，蚤　　　　く｝，8電1　　　　2，是琳

8　　糊［　　　沙く　20　♀　　　3．1　　　　26．8　　　　　6．4　　　　　3．：う　　　　37．2　　　　23。｝監　　　｛｝．⊂モ3　　　　‘｝．87　　　　£．‘聡

9　　　　関　　　　29　δ　　　　2，2　　　　28．1　　　　　5．4　　　　　4、7　　　　39．6　　　　2Q．｛｝　　　　‘り．51　　　　｛｝、71　　　　藍．呂｛1

10　　米　　　　倉　　30　♂　　　　2．1　　　　25，4　　　　　3．7　　　　　4．6　　　　37．9　　　　26．3　　　　Q．69　　　　1．‘｝4　　　　2．i蔦

11≡寺　島32♂　2・0　26・0　4・3　3・4　33．6　3｛｝．7　⇔．9i　LI3　鴇．侶

　　平均　2量・．・2隻1．・5f1♂蜜，、73蟹乳。2亀il一至乙㌔一烹｝轡罎　㌔、、

細・・ヒ畔諾鑛．「／昨呉耀器

蜘諜響篭譜鶏薩ll・善馳聯謬謙
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　　　表　5　　　　　単純性甲状腺ll霞の血漿中性脂肪のlj旨酸構成比（％）と脂酸比

ld・例零性ミ呉チ／牛。．霧卑ヅ≠，。・・イ…一ルL／・比・／・比・・枇

1　　1靖　　　　山｝奇　　22　　♀　　　　2．0　　　　　26。9　　　　　　5．1　　　　　4，8　　　　　34，7　　　　　26，5　　　　　0，76　　　　　0，99　　　　　1，97

2　　嘗　　　　学り疋　　24　皐　　　　1．4　　　　26．2　　　　　5．4　　　　　3，3　　　　37．3　　　　26，5　　　　0，71　　　　1、01　　　　2．23

3　匹Ll　　歩1圭　25　♀　　 2．0　　　27，2　　　 5．7　　　 4．2　　　33．0　　　27．8　　　0．84　　　1．02　　　1．99

4　百　　 瀬　29　♀　　 1．8　　　28．4　　　6．5　　　 4．0　　　35．7　　　23、6　　　0，66　　　0．83　　　1．92

5　　螺墨　　　ノ1　32　♀　　　　1・2　　　　24．7　　　　　5，7　　　　　3．6　　　　38．7　　　　26。0　　　　｛｝，67　　　　1、05　　　　2，39

6　　」ヒ　　　　条　　36　♀　　　　3．5　　　　26．4　　　　　6，3　　　　　4．7　　　　32，3　　　　26，7　　　　0，83　　　　1，01　　　　1，89

7［王i　垣37♀　2．2　27．7　 5．1　 4．2　36．2　24．7　0．68　0、89　 1．94

8　、睦寿　　1王1　39　♀　　 2，2　　　25．8　　　 6．5　　　 3．1　　　36．3　　　26．1　　　0．72　　　1，01　　　2、21

9　　慢　　　　沼受　　39　♀　　　　2．5　　　　30．0　　　　　5，7　　　　　4，2　　　　34．2　　　　23，4　　　　0．68　　　　0，78　　　　1．72

10　　艶愛　　　辺　　39　♀　　　　L9　　　　26．8　　　　　6．3　　　　　4，7　　　　32，5　　　　27，8　　　　0．86　　　　1．04　　　　1，99

11　　石　　　　塚　　47　等～　　　2．2　　　　30．0　　　　　5．6　　　　　4．3　　　　34．6　　　　23．4　　　　0．67　　　　0，78　　　　1，74

12　　専　　　　’訪　　47　♀　　　　2．4　　　　30，2　　　　　5，3　　　　　3．6　　　　35．8　　　　22．7　　　　0，63　　　　0，75　　　　1，76

13　　rl・1　　　埼寸　　51　♀　　　　2．2　　　　28，5　　　　　5．6　　　　　4．2　　　　32．7　　　　26，8　　　　0，82　　　　0．94　　　　1，87

14　　司」　　　ホ寸　　38　♂　　　　2．1　　　　26，4　　　　　5，9　　　　　4，1　　　　40，5　　　　21，〔》　　　　0．52　　　　0，80　　　　2．07

15　　1瑚　　　　率寸　　41　巴　　　　2．5　　　　24、9　　　　　5．7　　　　　3，7　　　　36，9　　　　26，2　　　　0，71　　　　1，05　　　　2．21

16　　11」　　　i1晦　　47　＄　　　　2．4　　　　30．6　　　　　6．4　　　　　3，8　　　　33，2　　　　23，6　　　　0．71　　　　0，77　　　　1．72

17　　ジy　　　力1　57　δ　　　五．9　　　　27．8　　　　　5L　1　　　　4．7　　　　33．4　　　　27，〔）　　　0．81　　　　α97　　　　1，90

平均　2量。，62窪1．。5歪。、44ぎ。，93蟹．82笠。蟹11窪ll、誌1721

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　（1）　来治療蒔の血漿中性脂肪の脂酸構成比；表　　　　50－

6，図3のごとく，ミリスチソ酸は2．0～0．8％，平均

13土0．4％，パルミチン酸は35．6～29．1％，平均31．5

土L9％，パルミトオレイン酸は8．4～4．7％，31a均6，4
土1．。％，ステアリ。隙，．、～1．9％，・陶3．6±。B％，　40’

オレイン酸は46．4～37．4％，平均42．2±2．5駕，リノー

ル酸は20，8～12．5％，平均14．9±2，5％である。

　L／0上ヒをよ0，51～0，27，　平均0、36土0．04，　L／PをよO．70　　　　　　30・

～0・39，平均0・47土〔｝．11，US／S比1よ1．96～L44，平均

1．75±0．19である。

これらの成績と対照1直との葡齢検討するとミリ　20、

スチン酸は低値を示し（P＜0．01），パルミチン酸二㌃5よ

びパルミトオレイン酸はいずれも高値を示す（P＜

0．01）。熟テアリソ酸は対照との間に有意差を誌めな　　・

い。オ・イン酸鵬働示し（Pく〔），01），リノール酸　10

は低値を示す（P＜0．01）。

　つぎにL／0比，L／P比，　US／Sはいずれも低値を

示す（P＜0．01）。

「／対　一照

㈱甲状腺機能冗進症（未治療時）

コ盛L

・｝

τ　　　　　　　　笏

霧

勃

／　　　　　　　　　　　　　　1　　・、1・，

鰯　　　　　堵

以上の囎から増加している撒は・・ル・チ職　　　1歪　芽　掌　諺　ヱ
バルミけレイン酸1オ・イン酸で，このうちオ．イ　　　享　真　老　す　イ　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　ン　　　　イ　　　　ン　　　　ン　　　　ル
ン酸が最も著明で，ついでパルミチン酸である。減少　　　　　　醸　　酸　　韻　　酸　　酸　　酸

している鰍はミリスチソ酸とリノー・レ酸であり・後　図3一棚職肖旨越卿藤中棚旨ll肋

諸が著明である。紬局甲状腺機能尤進症の米治療時の　　　　　　　脂酸構成比
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表　6　　　　　甲状腺機能光進症の1nL漿中性脂月ノ∫の脂酸構成比（％）と脂酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　（未　治　療　時）

1・1三例零性ミ呉チ／㌻泊1醤ヅ婁，．オ・イ…一・レ・／・）比L／P比1｝S／S上L

1　　茅肖　　　1」．【　17　♀　　　　1、3　　　　33，7　　　　　6．9　　　　　3，3　　　　41．7　　　　13，1　　　　0，を玉1　　　　0．39　　　　｝．‘11

2火　 1：正118♀　0，8　 35．6　 5．2　 ・L1　 37〆1　16．6　｛｝，・14　 0，47　 1．」5

3　　’画1　　　月1　　18　　♀　　　　0，8　　　　　3L　1　　　　　　5，0　　　　　　3，1　　　　　42．9　　　　　17，1　　　　　0．40　　　　　0．5ほ　　　　　1．呂6

4　　虐『　　　イゴ　　19　♀　　　　1．3　　　　3Ll　　　　　6．5　　　　　5・2　　　　42・8　　　　　1ξ3・1　　　　｛｝・：≧皇　　　　0・42　　　　　1・66

5　　ノ」、　　　1．ll　19　♀　　　　1．0　　　　32．S）　　　　　5．1　　　　　4．3　　　　40．8　　　　 15．9　　　　〔｝，4｛｝　　　　｛｝．48　　　　　L晒2

6　　坂　　　　口　　20　♀　　　　1，〔｝　　　　29．9　　　　　6．9　　　　　3．1　　　　38．3　　　　20．8　　　　0．54　　　　｛L71｝　　　　L～M

7　　rll　　　非寸　　21　〔P　　　2．0　　　　3・L1　　　　　7．3　　　　　・1．9　　　　37．8　　　　13．9　　　　‘L37　　　　0．41　　　　玉．44

8　4喬　　 IK　23　♀　　 L2　　　3L7　　　 ‘～．3　　　 3．8　　　43．4　　　13．6　　　0，31　　　｛｝．43　　　1．7Z

9　　ξな　　　　月要　　23　♀　　　　1、9　　　　3（）．0　　　　　6．3　　　　　3，9　　　　42・5　　　　15・4　　　　｛｝・36　　　　（，・51　　　　L79

10　　rl∫　　　，［1　37　～～　　　　1．5　　　　30．5　　　　　7．9　　　　　3，7　　　　4L〔｝　　　　：15．4　　　　0，38　　　　（⊃．50　　　　　L呂⇔

11　＿ヒ　　芝歳　39 ♀　　 ユ．1　　　33，3　　　6，1　　　3．8　　 39．2　　　16．5　　 ｛〕．4Z　　 ｛1．5｛｝　　　Lσ2

12　　4な　　　ド1　　40　♀　　　　0．9　　　　31．0　　　　　5．9　　　　　3，・1．　　　43．7　　　　15、1　　　　0．35　　　　｛｝．・19　　　　1．83

13　1鮭垂　　煽（　41　‘iセ　　o，8　　　：30、2　　　5・5　　　4・4　　　46・4　　　12・6　　 ｛】・z7　　　⇔・42　　　1・呂2

14　　，己　　　　1【晦　　43　♀　　　　1．‘～　　　　30．4　　　　　5．3　　　　　1・9　　　　・1・L：｝　　　　玉6・5　　　　｛｝・37　　　　1L54　　　　　1・モ｝「1

15　　ノ」、　　　1木　　44　♀　　　　0，8　　　　30．2　　　　　6．6　　　　　3．4　　　　・12，【｝　　　　17．〔」　　　　0．4〔｝　　　　1｝，56　　　　　且．91

16　∫婆　　錦1轟　51　皐　　 1．G　　　29．8　　　 6．2　　　 3．7　　　44．7　　　1d．　O　　　O．31　　　｛｝．・17　　　L85

17　　、甘　　　　山奇　　17　δ　　　　0．9　　　　29．1　　　　　4．7　　　　　3．8　　　　45．5　　　　1〔i．0　　　　0．35　　　　1L　55　　　　工．96

18　　ソく　　　　1ノヨ　　18　δ　　　　1．9　　　　31．4　　　　　8．4　　　　　3，5　　　　42，3　　　　12．5　　　　0．30　　　　0．4｛〕　　　　1、72

19大久保233　1・1　31・4　　6・2　　3・‘些　43“8　14’1　1｝“32　｛｝’“15　L79
20　　石　　　　Jli　35　δ　　　　2．｛｝　　　　32．4　　　　　8，1　　　　　2．5　　　　42．5　　　　12．5　　　　‘），29　　　　｛L39　　　　1。71

21　　粥〒　　　豊屡　　37　δ　　　　1，4　　　　30．5　　　　　8．1　　　　　2．5　　　　44，6　　　　12。9　　　　0．鵠9　　　　｛｝．．重2　　　　1．91

22　　松　　　　「ド　　37　δ　　　　1，5　　　　33．0　　　　　6．0　　　　　3．5　　　　40．9　　　　　15．1　　　　0，37　　　　0．．皇6　　　　　L【｝3

　　平．均1　　1謀）．4　3生雫．9　6ゴ1．（，　3fb，8　’隆急5　1翌監5　｛至ま1｝0、1　1㌃llr11　翌乙野19

山L漿中｛｛1三脂肪のlli雪酸構成比の特徴はリノーノレ酸の滅少　　　レイン酸は未治療時に地ll交して高値で（Pd｝，豊，D，まノ；二

とオーレイソ酸の増加が著明で，パルミチン酸も比較的　　　対照よりも高値である（P＜10，（ID、，ステアリン酸は濫

増加する。したがってL／0比が最も低下し，L／P比・　　治療1埼・に比較して高値を示すが（P＜O・｛｝D，対ll4薫’｝二の

US／S．比も低下する。　　　　　　　　　　　　　　　　問にぽ有意叢はない、，オレイン酸1は栄治療時に比，鮫

　（2）抗甲状腺剤投与後の．1血L漿中｛生脂肪の脂酸構成　　して減少しているが（P＜0・01），対照と1ヒ鮫して｛∫

比：表7に示すごとく，ミリスチン酸1よ3・9～0・5％，　　　意：差。流ない。リノール酸は未治療時に比較し．て高値

平均2．5土0．9％，パルミチソ酸は34・8～25・9％，平均　　　を示すが（P＜0・01）・対照と比1鮫ナねばll蟻値である

31，3土2」％，バルミ　トオレイン』酸は9，5～4・9％，平均　　　　（P・（O．01）。

7．5±12％，ステアリン酸は6，0～2．9％：｛lz均4・1土0・7　　　L／0比は来治療時に比較し．て．Mトしているがq，＜

％，オレイソ酸は42．8～32．0％，平均36．9土2・Gタ6、リ　　〔｝．01），対照と比較すると低値である（P・く1｝．｛m、．，14P

ノール酸ほ26．1～11，2％31z均17．7土4．（，％である。1　　　比は未治療時に比較して上媒しているが（P＼｛1．｛｝1），

　L／o比はo．82ッo．26、平均o・49土o・12，LIP比は　　　対1嚥と比較すゐと低値である（Pく：：o・1）D、、　us／s比は

0，93～0．33，平均0．58土O、14，US／S比は2・30～1〆12，　　　米治療時1こ比較すると低下し（P《‘）、‘｝D，鮒！ll蔑。i二五ヒ較

平均1．65土0．27であるc，　　　　　　　　　　　　　　　しても低1直である（P＜，ll・OD，、

　各脂酸にっいて未治療時ならびに対照との有意藻を　　　　以．Lの成績から抗甲状腺剤投・与隆で・は1志治療li彗・梯

検討してみ筍と，ミリスチン酸は未治療時より増加1し　　比較してミリスチン酸，パルミM・しイン酉餐，ステァ

（P＜b．01），・対照との間には有意藻をi認めない。パル　　　リソ酸とリノール酸が増加し，オしイン酸が織少t「

ミチン酸は米治療時との闘に有意差をi捻めないカ㍉　　　　て，金体として対照の脂酸構1此比に近づくが隆なおり

対照と比較すると高値を示す（P＜0・01）。パルミトオ　　　ノール酸の減少とパルミチン酸、およびパルミト・1・1．・f
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表　7　　　　甲状腺機能允進症疏）【血1漿中性脂肪α）脂酸構成比（％）と1」躍i愛比

　　　　　　　　　　　　　　　　（抗甲状腺剤投与後）

症例零1・kミ装。／鳩．穿齢ス婁，。・・イ…一・レ1測・ヒ・／・比uS／・比

1　卑蔵　　1［i　17　卑　　 3．8　　　28．2　　　（｝．8　　　3．1　　　32．0　　　26．1　　　0．82　　 （）．93　　　1，85

2　ソく　　口』　】8　♀　　 1．7　　　31，1　　　7．2　　　 4，6　　　36，7　　　18．6　　　｛L5i　　　｛｝．6（工　　　1、67

3　　’1簿　　　　」「1　18　♀　　　　3．1　　　　30．5　　　　　8．3　　　　　3，3　　　　37．6　　　　17．3　　　　｛），46　　　　0，57　　　　1．71

4　　f↑　　　Tf　19　♀　　　　2，2　　　　28。3　　　　　8．4　　　　　4．3　　　　3・L　8　　　　22，｛｝　　　　0．63　　　　0．78　　　　1．87

5　　ノ」、　　　lL1　19　（i～　　　3，0　　　　32．2　　　　　7．3　　　　　6．0　　　　3：3．8　　　　17，6　　　　（｝，52　　　　0．55　　　　1，42

6　城　　 1．1　20　♀　　 1．4　　　30．（｝　　　7，4　　　4，2　　　33、6　　　22．7　　　0．68　　　0．74　　　L76

7111　率寸21♀　1，β　 29．7　 7．7　 3．6　 37，0　 20．4　 0，55　〔，．69　 1，87

8　　1：1儒　　　　川又　23　rp　　　3，9　　　　32．8　　　　　9，5　　　　　4．3　　　　35，5　　　　14．0　　　　0．39　　　　0、43　　　　1、44

9　　4ケ　　　　II要　　32　♀　　　　2．9　　　　26．4　　　　　9．（｝　　　　　3、1　　　　4｛｝．2　　　　18．4　　　　0．’16　　　　0，7｛｝　　　　2．（）9

10　　1i了　　　刀1　37　♀　　　　3．5　　　　31．9　　　　　7，1　　　　　4，1　　　　37．6　　　　15．8　　　　0．42　　　　0．5Q　　　　　L　53

11　　；1二　　　　嚴坐　　39　　♀　　　　3．0　　　　　34．8　　　　　　7，2　　　　　　3．2　　　　　36．2　　　　　15．6　　　　　0，43　　　　　（）．45　　　　　1．44

12　　イ穿　　　 1み1　40　♀　　　　0．5　　　　32．9　　　　　5，4　　　　　3．5　　　　くμ｝．4　　　　17．3　　　　0．43　　　　1）．53　　　　1．71

13　漉悟　　埼て　41　♀　　 L2　　　3・L　3　　　49　　　5．7　　　42，8　　　1i，2　　 0．26　　 0，33　　　1．43

14　　1銭　　　　1聾母　　43　♀　　　　1、4　　　　25，9　　　　　8．2　　　　　3．【）　　　　39．5　　　　21．～）　　　　｛｝．55　　　　｛｝．85　　　　2．30

15　4、　　産木　44　♀　　 L2　　　32．8　　　 7，1）　　　・且．呂　　　33．5　　　2｛｝．　G　　　O．61　　　⇔．53　　　1．57

16　　ぎ｛　　　翁崎　　51　♀　　　　2．8　　　　3L　8　　　　　6．4　　　　　3．9　　　　41．O　　　　l4．1　　　　0．34　　　　0．44　　　　L6Q

17　　〒聾　　　　lll奇　　17　δ　　　　2．9　　　　30、7　　　　　8．1　　　　　5．7　　　　39．（，　　　　13，6　　　　0．35　　　　0．44　　　　1．54

18　　ソ（　　　p勺　　18　δ　　　　3．2　　　　32，9　　　　　8．5　　　　　・L1　　　　36．3　　　　15．0　　　　0，41　　　　0．46　　　　1．49

19　　：大こ　久　イ呆：　23　8　　　　2．3　　　　31．（）　　　　　6，8　　　　　4．4　　　　33。4　　　　22．O　　　　O．66　　　　｛｝，71　　　　1．65

20　　石　　　　月1　35　δ　　　　3．3　　　　　33，9　　　　　9。1　　　　　3．6　　　　　37．6　　　　　12、6　　　　　〔｝，36　　　　　0．37　　　　　1．45

21　　新　　　　蓼葦　　37　♂　　　　3．2　　　　33．8　　　　　8、5　　　　　2．9　　　　34．0　　　　17．7　　　　Q．52　　　　（》．52　　　　1．51

22松 下37♂　2，4　32．1　6．4　3．g　3g．0　16．2　0．42　0，5〔｝　L6｛〕

　　平均　饗。．93罷．、7…ぎ1．2繰。．7：製、1蟹．。霊ll121鼎l　kll27

ン酸の増加を認める。　　　　　　　　　どf億遡撫い。パルミチン酸は抗甲状腺剤投与後な
またL／0比は米治療時に↓：ヒ較して藩明に上昇して　　　らびに未治療時をこ比較して有意薙はない。しかし対照

いるが，対照と比較すると低値である。L／P比は上昇　　　と比較すると高値である（Pく0・01）。パルミトオレイ

率が余り著明でなく，対照に比較してかなり低値であ　　　ン酸は抗甲状腺剤投与後ならびに未治療時に比較して

る。US／S比はむしろ未治療時より低値である。　　　　　羊∫意蓬はない。しかし対照に比較すると高値を示す

　（3）　術後1ヵ月の血漿中性脂肪の脂酸構成比：表　　　　（Pく0・01）。ステアリン酸は抗甲状腺剤投与後に・比較

8のごとく，ミリスチン酸は3，8～1．4％，平均2・3土　　　してイィ意整は認めないが1未治療時に比較してやや高

O．5％，パルミチン酸は35．3～26．6％，平均3LO土L7　　値である（P＜O・01）uしかし対照と比較して有意差を

％，パルミトオレイン酸は9，0～4．3％，平均6，8土L4　　認めない、，オレイン酸は抗甲状腺剤投与炭ならびに未

％，ステアリン酸は6．3～2，7％，平均4．4土L1％　オ　　　治療時と比較すると減少を示すが（P・まし）・〔｝1♪・対照と

レイン酸は39．7～303％，平均34，8土1．6％，リノール　　　比較すると有意差を認めない。リノール酸は抗甲状腺

酸は30．8～14．4％，平均20，8土3，8％である。　　　　　　剤投与後ならびに未治療時に比較して増加しているが

　L／0比はLO2～0、38，平均0．61土0．21，　L／P比は　　　（P＜0．01），対照と比li変すると低値を示す（Pく0．01）。

1．08～（》．43，平均0．68土0．17，US／S比は22〔｝～132，　　　　L／（》比は抗甲状腺剤投ケ1受ならびに未治療時に比

平均1．67土0．39である。　　　　　　　　　　　　　　　較して上昇しているが（Pく0，0D，対照と上ヒ較すると

　各脂酸について抗甲状腺剤投与後，未治療時および　　　低値を示す（Pく0．01）。　L／P比は抗甲オ犬腺剤投与後な

対照との有意差を検討してみると，ミリスチン酸は抗　　　らびに米治療時・に比較して上昇しているが（P＜0．01），

甲状腺剤投与後に比較して有意錐はないが，米治療時　　　対照と比較すると低値である（P＜o・01）。us／s比は

に比較すると増加し（Pく0・01），また対照と比較する　　　抗甲状腺剤投与後ならびに未治療時と比較して布意
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表8　　甲状腺機能允進症の血搬中性脂肪の脂1俊構成」：ヒ（％）と脂1【俊比

　　　　　　　　　　　　　　　　（訓サ手麦1ヵ月）

症f・11零性ミ盈チン鷲。．瓢お偽。・…リ・…・1’／砒1灘IIS規

1　　茅臼　　　1【1　17　♀　　　　1，9　　　　28，5　　　　　7，7　　　　　2，7　　　　3L2　　　　25，0　　　　0．73　　　　｛｝．88　　　　2．｛｝Z

2大　田18早　2．2　32．5　6．5　，1．：1　：M．3　2｛｝．2　｛L59　｛1、　li2　1．5｛｝
3　’嵐　　 Jli　18　♀　　 L7　　　3L9　　　 5．3　　　 3．8　　　32．1　　　25・3　　　0・79　　　｛L7曾　　　LG8

4　　倉　　　　不f　　19　？　　　　3．〔｝　　　　28．｛｝　　　　　7．3　　　　　・L6　　　　33，5　　　　2：う・G　　　　｛｝・71｝　　　　0・呂・l　　　　L8［

5　　ノ」、　　　lj」　　19　♀　　　　2．｛｝　　　　28．6　　　　　4，3　　　　　4．1　　　　3｛〕・3　　　　3｛｝・8　　　　Lil2　　　　Lll呂　　　　1・H8

6　坂　　 ri　20♀　　 1．7　　 30．9　　　（｝．1　　　5、9　　 33．6　　 21，呂　　 ｛｝・65　　 ｛L71　　　L｛；q

71．い　ホ寸21？　1，5　27．9　 6．8　 ・1．7　35．0　 24．1　｛》．69　｛｝・呂6　 L93
8　　橋　　　　川風　　23　豆～　　　3，1　　　　30．4　　　　　7．8　　　　　4．襲｝　　　　3・Lg　　　　l8・9　　　　くL5」　　　　0・｛聡　　　　　L6｛カ

9　　4～」’　　　1映　　32　♀　　　　1．4　　　　26，6　　　　　9．0　　　　　3．2　　　　39．7　　　　2⇔．1　　　　0．51　　　　〔L76　　　　2．2｛⊃

10　　τlf　　　月1　37　碍～　　　2．5　　　　30．8　　　　　6．9　　　　　3．7　　　　37、｛｝　　　　19，1　　　　〔L　62　　　　｛｝、　q2　　　　　1．7U

11　　二L　　　　膝圭　　39　♀　　　　1．7　　　　33，（3　　　　　5，9　　　　　5．5　　　　35，3　　　　17．9　　　　【〕．51　　　　く｝．5：岳　　　　L41i

12　　イな　　　　【ノ1　　40　♀　　　　ユ．6　　　　32．3　　　　　7．1　　　　　4．2　　　　3L　6　　　　23．2　　　　くL　73　　　　｛［．72　　　　L｛…謎

13　　殖餐　　　　M〔　41　♀　　　　2ド1　　　　：33，｛i　　　　　7．0　　　　　、L　9　　　　37．7　　　　LL・1　　　　｛｝．38　　　　【｝．1：1　　　　1．雪1

1・l　J．己　　　　II｝∴ゴ　43　〔1】　　　2．｛～　　　　31．2　　　　　7．し〕　　　　　fI．5　　　　3L2　　　　22、6　　　　⇔，72　　　　｛｝，72　　　　　L　55

15小　林44♀　レ1　3L4　7，4　5．6　：12・7　2L5　0・G6　0・㈱　LGり
16　鋳甚　　墾渦　51　♀　　 3，8　　　30．2　　　7．3　　　3．7　　 37、1　　　17、9　　 ｛｝、4呂　　　O．窃9　　　L赫5

17　　吉　　　　1【時　　17　δ　　　　3．3　　　　3L　3　　　　　6．5　　　　　6．3　　　　35，9　　　　　1‘3．7　　　　0．47　　　　く》，5：峯　　　　L44

18大　内18δ　2・5　31U　 7．6　4．（｝　35．5　2｛L3　｛〕，57　0．1う7　1．73

19大久保23a　2．4　32，3　　6，5　　3，2　38．3　17．4　｛L．13　｛｝．輌　 L｛i4

20　　石　　　　月i　35　δ　　　　2．7　　　　33．7　　　　　8．｛｝　　　　　4，3　　　　36．7　　　　　14．7　　　　（きドiO　　　　ζ｝．4。1　　　　L．蚤‘…

21　　新　　　　妻　　37　δ　　　　2．4　　　　35．3　　　　　6．6　　　　　5．・1　　　　32．5　　　　　17．3　　　　｛｝．155　　　　｛L5｛｝　　　　L3Z

22松 下37♂　2、1　3〔〕．4　6．5　2、8　35．5　22．7　く｝。64　1｝．75　L陥

　　平均　2f。．，3翌1．76妻1．、　d歪1．1塑．、2儀1．、儀1｝21騨1一鵡，，

叢はない。しかし対照と比較して低値である（Pく　　　川磯よリノール酸もかなり増加する溺，素た対照の値

0．01）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にもどらない、、パルミチン酸とバルミトオ匙でン携1累

　以上の成績から，術後1ヵ月の脂酸構成比は，未治　　　治療による変動1よ余り認めない（図7、L．

療時ならびに抗甲状腺剤投与後に比較してリノール酸　　　　L／0比とL／P比は治療に」：i殴欠第に」∴昇い｛対照

が増加し，オレイン酸が減少して対照の脂酸構成比に　　　の値に近づくが1なお低値であ凱、L八｝比の変動の

一層近づくが，なおパルミチン酸，パルミトオレィン　　　方が署明である。us／S比は治療にJl　ll　L．レ江ない，

酸の増加とリノール酸の減少を認める。　　　　　　　　未治綴時のL／〔，比と1’M，1畷甲状腺摂lr｛率1職ひ

　（4）」n藻中性月副1『の0／L比と甲状腺機能検査：　　BMRとの間に負の相闘々係な認め瓠，

前述のごとく甲状腺機能充進症ではL／0比の低ドが　　　　　　B．1齪礎リソ脂質

最も藩明なので，未治療時のL／Q比と各種甲状腺機　　　　　L【血L漿リン脂質蹴

能検査との関係について検討したが・PBL　13U甲状　　　a・対照：健康人12例のi血雌リン脂蜜殿は盛19の認

腺摂取率およびBMR（図4，5，6）とは負の桐関　　　とくで，253～123㎎／認，・1風均181止3勘》ノ磁畷ll・，ゐ、

々係を誌めたがT｛｝rio蕊orb　testとは相関々係を認め　　　なオδllン脂質1よレシチンとしてあ咳」わ1，た．、

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b・帰亀純性甲状腺Illll：ll覧純性甲斗1こ腺腫1且例のllii順ll

（5）小括：甲状腺機能充進症の血漿中倒1旨肪の胎　　ンjl願鐘駄却｛｝のごとくで、28轟～12吻146…r均197

酸構成比は末治療時はパルミチン酸，パルミトオレイ　　　土50四／46である。矧照と比較してず∫惹差を1琳め徽

ン酸およびオレイン酸の増加とミリスチン酸およびり　　い。

ノール酸の減少を総めるが，抗甲状腺剤投与優にはミ　　　　C・甲状腺機能充進症：lll状腺機能茄艦症1：童例の！flL

リスチソ酸とオレイン酸は対照の値に復す。術後1ヵ　　　漿リン脂質蹴：は表11σ）ごとくである、、



L／o比

　0．5

第2号（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79－（25｛，）

　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

0．4・

0，3

0，2

0，1

　　　　　　　　　　　　　　γ霜一〇．54　　　　　　　　L／O上ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5

　　　　　　0
　　　　　　　　　　●
　　．　　°　　　　．　　　　　　　　　　　　　　0．4

　　　0
■　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●

●

　　　　　●　　　　　　　　　●

　　　　　　　o　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．3
　　　　　　　　・　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．2

『一u一一簡一T囎騨騨門

o．1・

　■

　　　　　　　　■
　　　■　　　　　噛　　■

　　　　　　●
　o■　　　　　　．

o

　　●　　　　　　　o

　　　　　　　●
o・　　■　　　　　　　■

　　　　　●　　●　　　　　　　　　●

γ篇一〇．55

　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　20　（γ／d¢）P日1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100（％）BMR

図4・血漿中性脂肪のL／0比とPBI　　　　　　　　　図6．　」‘n漿中性lj翻ノ∫のL／0比とBMR

1ブO比

　0．5

0，4

Q．3・

0．2

O．1

・　　　　　　　　　　　％　口対　照

　　　　　　　　　　　　　γ高一・0．79

　　　　　●

■　　　　　　　　　　　　　●●

　　　　●　　　●　　　　　　　o
　　　　　　　、●
　　　　　・　　　▼　　■

　　　　　　　　　．　●　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　30－
　　　　　　●
　　　　　　　■，　　　■
　　　　　　　ψ　　　　　　　　や

50

吻 未治療時

圃 抗刷燃剤投与後

40 醗 術後1カ月

3．二

書’1

：t’．3

：：33

30一
； ： ご’：’

z
：．： ：二：’

一

：：：

撃戟

i三ib■■9

L一

：：∵ 嬬

20 崇
書1二：

F二：；

：：：：

、r

1：：；

：1：

Fμ

liii：二：1 ；iii

：：： 二：：’ ：；：二

10
、’∴ち

z

　　　　　　　　50　　　　　100（％）i311甲状腺摂取率　　　　　　パルミチン酸　　オレイン酸　　　リノール酸
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褒9　　　　対照の」血L漿リン脂質蟻　　　　　　　　　　　表11　　　111状】1｝艮機能九進症に．淋1ナる

．灘』㌧茎．1㌔・‘・1糧鮒　　　年、、置蝋繭1r
1馳’ﾎ海・石一　．♀…一『…一 @　症例↑洲1廠療、繍燃11飾後

血1礎リン脂質鼠の変動

　　、中野、。♀　225，　　一一…一一一．璽一一一一・醐蜘り朔
　　3栗津原2・望　　2。8　　Uイ1爪231i！2°5　185　2‘｝：｝
　　4碓井2ゴ♀　　195’　　2ノく1胆81！・195　11°　1‘’8
　　5米倉3・、δ　　195　　　3落「・21早195　2｛1：｝　225
　　6　　4、　　　4木　　　　20　　　　r・　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　　　　1　　イ矯　　　　lll　28　　占　　　　18⇔　　　　　　24⇔　　　　　　23｛レ

　　7柳沢2〔ド♀　　19・　　　5でr石・19㌣　168　21°　2115
　　8杉01，2b？　　175　　　6近藤：｝9ε・165　謎18　19°
　　9　関　29δ　　158　　　7石川：15古1133　瓢　1411
　　1・」ト之川　：う5δ　　1331　　8・1ヒ沢3～属　15°　185　17°
　　11・，・j・島21♀　　125、．．，　　9真鍋5Pi｝13°　22｛｝　Bl3
　　12塩原　2。　♀　　123「　　1〔｝尼崎・131～128　21｝1　17°
・．一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一』一…・一一・一一一一・一一．一・一一一一一一一一一一一一一

@　　　　　　11　　1公　　　　’ド　　ニ玉7　　㌫　　　　115　　　　　　とi25　　　　　　：書15

　　　平　均　　　　　　181土38　　　12竹　lj喫32・11　83　B｛｝8　㍊｛1：｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　　有fLi　　　l【1　17　　♀　　　　83　　　　　Zl）8　　　　　15｛〕

　表10　単純性甲状｝1泉腫の血漿1，ン脂’‘’、〔　”　　　一一一・・　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　14　　均　　　　　　15⇔．、1二39　2｛｝8一し1｛｝　191、i、2｛1

＿，lil．鱈茎一1－・嶋鍵　・示し，慨、瀬㈹姻照，、、脳眠

　　】襟沢5°♀　　285　　や編値を示すが，櫨離臆・、，

　　1糊lll　l　lll　　・・醜・・1櫛麟蹴
　　4新　井　40　♀　　　　208　　　　　　a・対照：1建康12人例の劇馳1甥旨質の脂酸構成焦

　　5若林42♀　200　　は爽12のごとくである。検出し得た脂肪酸1∠瓢ミIJ汎チ
　　6　岡　　村　　41　　占　　　　195　　　　　　ン酸，パルミチン酸，パルミトオレイン酸，訊テγり

　　7　松　　木　　29　　δ　　　　　王85、　　　　　ン酸，．4・レイン酸，リノ＿ル酸と7・ラ牛ドン酸の7っ

　　8　丸　　Ill　39　　♀　　　　　178　　　　　　であった。

　　9島崎22♀　　143　　　ミ1以卿酸々よ。，8～。2％，・陶・．．1土。」％，’・ノ、
　　10井　口　53　δ　　　140・　　　　ミチン酸は4Lo～317％，・陶36、㍑器％，，凱ミ！．

　　1｝一壷一．銑鋳7♀．　鞭、、「。。イ。隙2，・一。，9％納1，，、。，M％一、テ。，，

　　　平均　　　　197±5°　　・酸は2・・ト14・・％，平堆「17護土・7タ6、オ・イ・㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．8㌔9．8％，平均12．5土2．2％，　リノール酸は3L3～
（1）米治療｝駒i腺リ脂質盤ヒ：lll状騰能雌　2・・．8％，・陶25，8土2．7％，アラキFン灘8倒2％，

症の未治療時の血漿リ・ソ脂質盤は205～83解／認，平均　　　平」向6．1土1．5％である。．すな才）ち1魚康リン脂質の脂酸

150土39昭／46である。対照と比較すると・低nl‘を示し　　　構成比ではパルミチ』ン酸が般も多く，以下1，ノ＿ル

有意藻を誌める（P＜0・01）・・　　　　　　　　　　　　酸，ステアリン酸，オレイン酸，アラキドン酸の瀬

　（2♪　抗甲状腺剤投与後の1丘L漿リン脂猟搬：甲状腺　　　で，パルミトオレイン酸とミリスチン酸は比較的少な

機能充進症の抗甲状腺斉il投与後（術前）の」血漿リンll旨　　い｛，

質は240～140㎎／認，平均208土40㎎／認である。未治　　　　っぎにL／o比は2．81～L17，平均2、13土1｝．42，リノ

療時に比較すると高値を示し，有意整を認める（P　　　一ル酸対ステアリン酸比（以下L／S比という）は1．細

く‘｝．OD、，また紺照と比較すると高値を示すが，：f∫意　　　～1．18，弔均L50土【〕．25，　L／P比1，に1）．99～0，56，・ド均

薙はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0・72出0・11，uS／S比1、U・｛｝0～0・71，・F均｛｝，86土⇔．ll9て・

　（3）　術後1ヵ月の血且漿リン脂質豊：甲状腺機能ノ℃　　　ある。

遡歪の術後1ヵ月の血漿リン∬解至最は225～145卿紹．　　b・1聯・Ei麟1状腺腫・、嚇1illlk甲状｝1繍！1学｛ダi画血雌！1

平均191土26㎎／認である，，抗甲状腺剤投与後に比較す　　　ン脂質の脂爵唆構成比は表13のごとくである、，

ると有意誰は認めない。未治療時と比較すると増加を　　　　ミリスチン酸は0，9～0．3％，平均O．5土0，2％、パル
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表12　　　　　　　対照の血漿’リン脂質の脂酸構成比（％）と脂酸茸ヒ

症例琴｛・1濠。冥。頻憐ウ手，㌘4ギ。リニル旱，ラ・／・比・／・比・／・比us／・比

　1　大　　 1．Ll　18　♀　　 0．8　　38．5　　　1．6　　18．2　　10．6　 23，7　　6．5　 2，17　　1．30　 0．62　　0．74

2了乞　1飴」18♀　0，3　37．9　 0．9　17．5　10．2　25．4　7．7　2．49　1．45　0．67　0．79
3　　栗　塾1皇　15｝ζ　　20　♀　　　　0．5　　　34．7　　　　　L9　　　　16，7　　　13．9　　　28、0　　　　4．2　　　2．01　　　1，68　　　0，81　　　　0．92

4小　林20♀　0．538．7　2，1　14．311．527．0　5．92．351．890．70 0．87

5　淑～1　　海　 20　♀　　 0．2　 34，7　　 0，9　　17．1　　14．4　 28．4　　4．3　 1．97　 1．66　 0，81　　α92

6　　圭孟｛　　　1埼〔　　20　♀　　　　0，4　　　41．0　　　　　1．5　　　　16，9　　　　9，8　　　26，0　　　　4．3　　　2，65　　　1、54　　　0，6：3　　　0，71

7謂多　1⊥120♀　0，3　31．7　 1、4　17．9　11．1　3L　3　｛3．3 2．81　1，75　0．99　工00
8　　1・1：1　　　里予　　20　♀　　　　0．4　　　33．4　　　　2．1　　　16．5　　　14．5　　25，2　　　8、O　　　L　74　　　1．53　　0、75　　　0，99

9　　籾11　　　沙更　　20　♀　　　　0、4　　　37．3　　　　2．3　　　16．6　　　17．8　　　20，8　　　・L7　　　1．17　　　1．25　　0，56　　　0．84

10　　　　【巽1　　　　29　δ　　　　0．2　　　36．6　　　　　1．8　　　　17．2　　　13．0　　　24．：う　　　7．0　　　1．87　　　1．41　　0．66　　　0．85

11米　倉306　0、433、1　L4　19，312，526．0　7．32，081．35〔）、79 0．89

12　　専　　　　1｝動　　32　♂　　　　0．3　　　37．0　　　　　1．0　　　20．1　　　10，5　　　23、7　　　7。4　　　2．26　　　1．18　　　0．64　　　0．74

平・均　゜翌。．13竪．81f。，、1窪1．71匙塁．22竃1．76呈1，，翌ll、2生ll25野U鵯1。9

表13　　　　　単純性甲状腺腫の1丘L漿リン脂質の脂酸構成比（％）と脂酸比

症例零性三チ於。頻醤脇婁ズ噂ギ。リ㍍軍，¢・／・比・／・上ヒ・／・比・・／・比

　1　　禽J　　　l臨奇　　22　♀　　　　0．4　　36，0　　　　1．6　　　15，1　　12，3　　26，9　　　7．7　　2．19　　1．78　　0．75　　　0．94

2　　宮　　　　沢　　24　　♀　　　　O．3　　　38．2　　　　　1．4　　　　19．8　　　10，6　　　22．8　　　　6．9　　　2．15　　　1．15　　　0，60　　　　0、72

　3　μ」　　岸　 25　♀　　 0．7　　38，5　　　2．5　　16．0　　14．1　　22．6　　5．6　　1．60　　L41　　0。59　　0．81

4　　百　　　 粥｛　29　♀　　　　0．5　　　39．3　　　　2．5　　　16．8　　　11，6　　　24，3　　　5．0　　　2，09　　　1．45　　　α62　　　0，77

　5　望　　 月　 32♀　　0．4　 38．4　　 1．5　　18．5　 11．2　 23，0　　7．0　 2、05　 1．24　 0．60　　0．75

6北　条36♀　0，635」．　1・4　16・910・928・1　7・02・58L660・8（》O・90
7田　垣37♀　0．535．5　1，1　17・411・127・4　7・02・471・57（）・77　0・87
8島　田39♀　0．337・1　1・2　191211・924・7　5・62・081・290・67　0・77

　9　長　　 汐ミ　39　♀　　 0．4　　37，5　　　2．2　　17，4　　13．4　 24．5　　4、6　　1，83　　1，41　　Q．65　　0．81

10渡　辺39♀　0．635、4　1，3　18．010．927，9　5，92．561．550，79 0．85

11　　石　　　　塚　　47　♀　　　　0．6　　　35，6　　　　2，0　　　　18．1　　　13．8　　　26．3　　　　3、6　　　1．91　　　1，45　　　0．74　　　0．84

コ2　　寺　　　　欝∫　47　♀　　　　0．7　　　35．4　　　　2．0　　　16．2　　　11．3　　　26．9　　　7．5　　2，38　　　1．66　　0．76　　　0．84

13　「トr　　ネ寸　51　♀　　 0．9　　30．8　　　L7　　17．7　 13．8　 28．6　　6，5　 2．07　　1，62　 0，93　　1．｛｝2

14　　下1了　　　木寸　　38　6　　　　α5　　　39．6　　　　2，3　　　14．8　　　12．0　　　240　　　6．8　　　2．OO　　　1．62　　0．61　　　⑪．82

15　1岡　　 ホ寸　41　3　　 0．4　　39，3　　　L9　　19．1　　13．1　　20．1　　6．1　　1．53　　1，05　 0，5i　　O．70

16　　1⊥1　　　［［崎　　47　δ　　　　0．5　　　38．9　　　　1．5　　　18．9　　　12．8　　　21．2　　　6．2　　　1．66　　　王．12　　0．54　　　0，72

17　ラ牽　　　川1　57　δ　　　0．6　　39．8　　　　2，0　　　18．0　　12．8　　21．3　　　5，5　　1．66　　1．18　　0，54　　　0．71

平均　゜歪。．23窪1，。1・蜜。．31贋。71蟹．22猛96呈1．3匙ll，。湿さ124窪171、蛤112

ミチソ酸は39．8～30．8％，平均37，2土2・0％，パルミト　　酸，オレ・イン酸1アラキドソ酸，パルミトオレイン

ォレイソ酸は2．5～L1％，平均1，8土0，3％，ステアリ　　酸，ミリスチン酸の順序である。

ソ酸は19。8～14．8，平均17。5土1．7％，オレイン酸は　　　　っぎにL／0比は2，58～L531、F均2．Q5土0．3【），　L／S

14．1～10．6％，平均12．2土1．2％，リノール酸は28．6～　　　比は1．78～Lo5，平均1，42土（）．24，　LIP比はo．93～

20．1％，平均24，7土2・9％，アラキドン酸は7・7～3・6％，　　0・51，5i三均0・67±0・14，　US／S比は1・02～0，70，平均

平均6．1土13％である。すなわち脂酸構成比ではパル　　　0・81土0・12である。

ミチソ酸が最も多く，以下リノール酸，ステアリン　　　　これらの値と対照との有意藻を検言討するとパルミト



82－一（262）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱書　！1・1・I　l与毛　1認、．：　‘｛写18と辱

オレ・イン酸が高f直を示すが（P・＜o．01），　他レよいつ湯「しも　　　単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
オ了；・琶’；・差るご示さなし・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

　　つぎ滅こL／0．Lヒ々よ文寸員鼠の和1‘と上ヒll変してイご，艘真差賊』：オ£L㍉，

L／S上ヒ，　L／P云ヒ，uS／S上ヒはイ氏イ直’を月「気「｝一　（Pく0・Ol）o

　　c・［P状腺機能充進痘i二iTI状腺機能九ll皇症22例の［liL　　30・

1旦轟1リ　ン月旨嬰tの頚旨酉愛手静ゆ～純霞ソξ14璽　15，　16閉）ご’とくて≡・～iろる、，

　　（1）　　冴こ淫拶導ミll寺び）iflL5蝉きリ　ン月旨琶豊〔61）月旨『俊村起勘比上ヒ　：プξ

1↓，図8のごとく，　ミリスチン酸Ill二〇．7～0，3％，』・ド均　　　 20．

0．4±0．1％，　パ，ルミ・ヂン1駿1よ42．2、’35．7％，　・F均37．8

ニヒ2，2％，　2ミノレミ　1・易．レ・「イ　ン酉窒壱、1：2，7・㌔1．1ヌ6，　、F∫勾　 L7

ニヒ0・2％・　・ア・テフρ　リ　ン酉愛‘・L23・5～’17・｛｝％，　・・1～：工幻20・2ニヒ2・4　　　　　　10、

ヌ6，　・4・レイ　ン酉菱壱，k　15．8～1LOタ6，　・斗Zj句13．1±L6タ6，　リ

ノ　ーノレ酉愛壱ll：2L7－｝14，3％，　、【λ」旬17，9二とL696，　アラニbド』

ン酸は11．9～5．1％，・、1λ均8．8止1．0％である。
雌叢醐L．，

骸漏奮状・・；翫・賦㈱・劇・

　　幼

　　　旨

　　　餓

　　　乏’f

　　棄タ

．＿、＿　髪『り」二i：脇主、夢

懐

1…1篤

箋騰

ま

つぎ1・L／・比は1・94～・・91，・糊L38・ヒ（｝．2・，L／s　　lljぜ　婁　諺　ヱ軍
臆1・11～・・6L・、陶。・89止・．13、L／1・1七1・k・．6・～・，3・｝，　　糞　鼻　毒　τ　イ　1雫

・・ｩ。・・7上…9，us／S上ヒll・。・・2・・一…58・鯛・・7U・　　議議品瀬姦ll議

゜・°9である・　　　　　　　　　図8－II・［潮麟臓遡画血し脚。｝繊の
　　こ才Lらの昂こ糸貞と文寸鍾1風とヴ）イ」㌔邑：・’盗ヒをρ検㌶・｝勺『≧5と1　ミ　リ　　　　　　　　　　　　ll旨酉愛晋1奪」戊工ヒ

表　14　　　　　　　　1「1｝1犬II泉｛幾ゴ」邑ずG進剋匡緩“）i血L野ξリ　ン川旨輩愛4）月櫓汽窒林勤」史」七　（タ6）　と｝1旨酸玉じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未治療時）

症例零性長。冥汐㌶1拷，㌘嶋ギ．ジ㌦纂，ひ／・比・翫・／・上ヒ・・慨

　1　　茅ij　　　l⊥1　17　耳～　　　｛｝，5　　　35，7　　　　1．6　　　2｛｝．4　　　14．8　　　17，2　　　9．7　　　1．16　　1｝．8・裏　　⊂｝．48　　　0，77

　2　：大　　 1．正il　18　♀　　 0、3　 ・KL　9　　　2．1　　21。1　　1L2　　16．2　　8．2　　1．45　 0．77　 0．．．10　　⑪．‘玉1

　3　　’黛｛　　　月1　18　♀　　　　0，3　　　38．2　　　　　1，3　　　　19，5　　　ユ王，2　　　21．7　　　　7．7　　　1．94　　　1，11　　｛｝．57　　　　｛｝．7昆

　4　　倉　　　　不i　　19　♀　　　　｛》．5　　　37．3　　　　2．2　　　　20。O　　　l4，〔，　　17．4　　　　8，6　　　1，24　　　0，87　　　く，、47　　　く．i，73

　5　　4、　　　li」　　19　早　　　　0．7　　　38ド1　　　　1、6　　　2【｝，　G　　　12，8　　　17．9　　　8．｛｝　　1，4〔｝　　く｝，87　　1｝．47　　　（｝，68

　6　　坂　　　　r二1　20　♀　　　　0．3　　　36．9　　　　　1．1　　　20．6　　　1i，9　　　18，9　　　1‘）．3　　　1，・59　　　0，92　　　0、51　　　t｝．73

　71．｝．1　率寸21～～　0，6　39，7　 L7　19．3　12．0　19．4　7、2　1．62　1，01　0．49　〔｝．｛～8

　8　痛賃｝　　　」氏　　23　♀　　　0，6　　35．9　　　　1．9　　　20．6　　13．5　　21，5　　　6，0　　王．59　　1，04　　｛｝．6｛．｝　　　｛），73

　9　　イな　　　　II要　　32　早　　　　0，6　　　37，6　　　　2．3　　　　ユ9．5　　　13，5　　　18，5　　　8．0　　　1。37　　　0．95　　　｛｝，49　　　〔，，73

10　　riゴ　　　川1　37　♀　　　　0．4　　　36、4　　　　　1．5　　　　22．5　　　13。6　　　1・L　6　　　1玉，　O　　　l．〔｝7　　　｛｝，65　　　（，．4〔2　　　〔｝，69

11　　ニヒ　　　　馬桑　　39　♀　　　　（》．5　　　39，｛｝　　　　L4　　　　18，5　　　1LO　　　19．｛～　　ll）．｛｝　　1．78　　　1，0‘う　　‘｝，昌0　　　ξ｝．72

12　　4な　　　　1勾　　4．0　？　　　　〔｝，3　　　37．｛．）　　　　1．1　　　2（｝．1　　12．2　　　17，・1　　11，9　　　1，43　　0．87　　0．・17　　　り．7、・巴

13　｝韮翼　　　馬｛　41　孚　　　0，4　　39。4　　　　L4　　　2：・至，5　　15．8　　14．3　　　5．　L　　【），91　　〔｝．61　　0，3t；　　　〔｝．5撚

14　エ1邑　　1【町　43♀　　 0．5　 39．2　　　L8　　18．1　 11，9　 18．3　 1〔）．2　 L54　 LO1　 0．47　　｛：L73

15　4、　　非牟　44♀　　Q．3　 36．7　　　L3　　22．2　 13．5　 16．6　　9．4　 1．23　0．75　 ｛｝，45　　0．69

16　　罫‘　　　釦き　51　♀　　　　0，5　　36，7　　　　1，6　　　21．4　　　13，6　　17，8　　　8．4　　　1，31　　0，83　　0．49　　　0，71

17　　1flデ　　　弼晦　　17　δ　　　0．4　　36．5　　　　1．3　　　21｝，7　　13．6　　19，3　　　8．2　　1．42　　‘），93　　0，53　　　｛｝，74

18．大　　　　1へ1　！8　3　　　　0．7　　42．2　　　　1．6　　　17．く｝　　12，8　　　18，1　　　7，5　　1，，11　　1。t〕6　　0．43　　　0，67

19　　プく　．久　侮と　23　さ　　　　0，7　　　36．0　　　　2，7　　　20，6　　　14、5　　　16．7　　　8，9　　　1．15　　0，81　　く｝．46　　　｛｝．75

20　　巣：1　　　月1　35　δ　　　　（，．4　　　39．9　　　　2．く）　　　19．2　　　13，2　　　i6，2　　　　9，1　　　1．23　　　｛｝，84　　　く｝．．1王　　　0．6昌

21　薯〒　　　i奨　　37　δ　　　0．3　　36．1　　　　1．4　　　18．6　　15．6　　19．4　　　8．6　　1．24　　1，04　　⑪，54　　　（》，82

22松　下37δ　0．436．4　1、8　22．312．716，210．2L280．730．45　〔｝、6g

　　　　平均　゜望。1翌、1望。．22竪．、1蟹．61蟹．、8歪、。kl123饗11、％1。9（聯、9



㌶∫2・り・　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8：3－（263）

スチン酸，パルミチソ酸オδよびパルミトオレ「イン酸は　　　オーレイン酸は18，5～10．7％，平均13．4止2．1％，1〃一

有意差を認めない。ステアリン酸倣高偵を示し（P＜　　　ル酸は23．2～16．1％，平均19，6土2．5％，アラキドン酸

｛｝・01），オレイン酸は．肇∫意錐を1認めない。リノール酸　　は10，〔N5．・1％，平均8．0±0．8％である。

｝よ低1直で’（Pく0．（）1），アラキドン酸は高1直’を・示¶隔（P＜　　　　　＜）ぎにL／0比1．LL88～0．90，：・ド均1．49土0．21，L／S

o．‘）1）D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭ヒゥよ　L44・～o．63，　：・la均　1．03土o．21，　LIP　上ヒ壱よ　（）．69へ’

　つぎにL／0比，L／S比，　L／P比お」二びUS／Sはい　　　0．39，・1勺勾0．53土0．〔｝4，　US／S比1よ0．88～0，61，平均

騨9‘オLも｛販fll匡をr汚≒「｝鴨　（P＜：o．｛｝1）｛幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，76ニヒo．〔｝7　「〔i1～1うる1：，

　1賦」二び）々迄緬凝力・ら弓1｝りこ殖泉｛：幾向旨ノ「已進拍｛の〉忙涯穿療i｝瞭の1血L4挺　　　　　　　こ2しらび：刃ムζ糸貞とオ之？皆謬勇灘卜寺ノよらヒつ並こ二文’1’興鴇と閏）二角㌧商寵金ゐご

リ　ン月論至瓠び）ハ旨丙俊棉「臼」北上七て三当よ，　リノーノレ酉愛のh醤り1オくか此∫レ’　　　　｛首1言寸つ”ると．，　ミ　リ　ソ、一升ン酉窒オδよひξ濯ミノレ、ミつ㍉ン酉変を激シ忙亨台

と，ス・テアリ　ン巨唆オδよびアラニトドン酸の歩縣力11カミ‘1寺i甥〔て9≧セ）　　　　痩紺1…芋ノよら’び臣二虫寸1恥孟と上：ヒ，1資してイ孔・湖：ノ甦力～オ業、ぜ㌔，　ノミノレミ　ト

るΩステアリソ酸が増加し，リ、，ノール酸が減少してい　　　オレイン酸は，未治療時と地1変して増加を示し（・・！〔P

ることよりL／S比が著明にイ娠1．一ドし，またL／0比，　　　〔｝．01），また対照と比較して～』高侮な示す（Pくく（｝，｛｝9）、、

L／P比，us／S比も低』下しているが，　L／s比ほど著明　　　ステアリン酸1よ米深守療時と比較し、てン飢・葱’；・藻ll｝：認めない

でない。　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，対「照と比較して高値である（P＜o．01）。オレイン

　　（2）抗甲状腺．剤1建与後の血漿リン脂蜜tの脂酸構成　　　酸は未涯｝療時ならびに対照と比較してイぢ意驚がない。

比：炎15のごとく，ミリスチン酸は1．1～0．：｝，平均　　　リノール酸は未治療時と比較して高仙〔な示しぐPく

〔〕．5土0．3％，パルミチン酸は42．1～33．4％，平均37．1土　　　0．01），対照と比較すれば低値を示す（P・く：0．0蟻，アラ

3．O％，パルミ1・オレイン酸は4．2～0．8％，平均2．0土　　　キドン酸IJ；未治療時と比鮫して減少を示し，（P＜0，01），

0．5％，ステァリン酸1よ25．5～15．4，平均19．3土2．1％，　　対照と比較すると1｝1訂II「rを示す（P・．篭、、二〇．01）。

表15　　　　　叩状腺機i能充進喪薫の．1血L漿リン脂質の脂酸構戊比（％）と脂酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（壬冗甲：1犬几泉斉晒投与で麦）

症例零性三ヂ冥汐乳薯脇㌘噛塙リニ鐸，3・／・上ヒ・／・比・／・比u・／・比

　1　　斧1隔i　　　i，Ll　17　♀　　　　0．5　　33，5　　　　4．2　　　19．3　　　12．5　　23，2　　　6．7　　　1、86　　　1．2〔】　　O．69　　　｛）．87

2大　田18♀　｛〕．8424　2．4．19，110，716．6　8．2L55（1、87〔．）。39　0．61
3　’欝　　　jll　】8　♀　　　0，6　　38．0　　　 2．0　　　15，4　　13．2　　22．1　　　8．7　　1。67　　L44　　0．58　　　0．85

4　　倉　　　　不f　　19　皐　　　　0．4　　　37．2　　　　　2．6　　　．18，6　　　12．8　　　20．5　　　　7、9　　　三．60　　　1．10　　　0．55　　　　0．78

5　4、　　i1」　19皐　　0．5　 37．0　　 2．2　　19．2　 15。2　 19．7　　6．2　 L30　 1．03　 0．40　　0，76

6　　坂　　　　口　　20　♀　　　　α6　　　41．1　　　　1，4　　　　20．1　　　1L5　　　16．3　　　9．0　　　1．42　　　0．81　　　0．40　　　0、62

7d1　冬寸21♀　0．4 34．8　 L7　2L　5　12。6 2〔｝．9　8．1　1．66 0．99 0．60　0．76

8　　右喬　　　　ノ氏　　23　♀　　　　Q．3　　　36，1　　　　1．7　　　1＆8　　　12，4　　　22．7　　　8．1　　　1．83　　　L21　　‘〕．63　　　0．81

9　　4右’　　　｝1要　　32　♀　　　　0．6　　　33．4　　　　2．8　　　　19，2　　　15．0　　　21．7　　　7．4．　　1，45　　　L13　　　0，65　　　0．88

10　　毒lj　　　jH　　37　♀　　　　0．5　　　37．〔｝　　　　2．・1　　　17，6　　　14，0　　　19，4　　　　9，1　　　1．39　　　1．1〔》　　0．52　　　0．81

11　　二L　　　 屠圭　　39　♀　　　　O．9　　　38．8　　　　1．6　　　18，6　　．12．1　　19．3　　　8，6　　　L60　　　1．｛｝4　　0．50　　　0．71

12　4な　　1ノヨ　4〔｝♀　　0．：～　38．2　　 1．8　　18．7　 1・L6　 18．1　　8，3　 L24　 （｝．97　 0。47　　0．75

13 」康　　 賜ζ．41♀　　 0．6　 37．3　　 玉．5　　16．2　 16，8　 22．2　　5ド・l　 L32　 L37　 く｝．61｝　　（L　85

14　1毛　　 庭奇　43早　　 0．4　 36．2　　　1，7　　22．3　 10．7　 19、4　　9．4　　1．81　 0．87　 0、54　　Q．70

15　ノ」、　　・堵木　44♀　　 0．3　 35。7　　 0，8　　21．1　　11．8　 ・22、2　　8．1　　1，88　 L〔》5　 0．62　　0．75

16　夢‘　　垂冊　51♀　　 0．7　 37．3　　　2．2　　19，1　　1・LO　　18．4　　8，3　　L31　 0．96　 0，49　　0，75

17　　誘ぞ　　　／i嚇　　17　♂　　　　0．4　　　34．（）　　　　2．3　　　19，1　　　18，5　　　16，7　　　8．9　　　0．90　　0．87　　　1｝．49　　　0．87

18　・大　　　　［ノ」　　18　δ　　　　‘）．6　　40，4　　　　1．8　　　16，9　　　12．9　　　20，6　　　6．8　　　L60　　　11．22　　　‘｝．51　　　0．73

19火久保23δ　1．1　37．4　1．2　2Lξl　l3．4　17，3　8．3　1．2襲｝｛｝，81　0．4｛｝　Q．67
20　　不「　　　」li　35　δ　　　　Q．6　　　39．9　　　　2．0　　　　19．5　　　13、8　　　16．4　　　7．9　　　1．21　　0．84　　　〔｝．41　　　0．67

21　　峯斤　　　　妻　　37　｛3　　　　0，6　　　37．5　　　　1．4　　　　17．5　　　14．9　　　2L　9　　　6，2　　　1．47　　　1．25　　　0．58　　　0．80

22松「下37δ　α534．3　1，2　25．512．316．110、01。310．630，47　α66

・F均　゜雪，．33窪1．。2ぎ。．，1翌、、1翌．1’號．58逡。．，差ll2遵8121野、、窪ll。7
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　つぎにL／O比，L／S比，　L／P比，　US／S比け：いずれ　　　　0，79土0．09である。

も，来治療時と比較して高値を示すが（P＜0．01），対　　　　これらの成績と抗甲状腺斉lj投与後，未泊療1貯お」：び

照に比較すると低値である（P＜Q．01）。　　　　　　　　対照との有意：差な検討すると，ミリスチン酸ならびに

　　以上のごとく，抗甲状腺剤投与後の．血漿リン脂質の　　　パルミチン酸は抗i・糊犬腺剤投一与’・後，未治療時およ幽び刈’

脂酸構成比は，未治療時に比較するとリノール酸が増　　　照と姻1吏して有意藁を認めない、，パルミトオレイン酸

カロー弓寵るカミ，　タ寸只賦章こ」：ヒ車交すれセポなオ5イ壕イ1豊て9ある。　　　　　　　　　　1菰47【［：ITbl犬旺泉斉U払と与イ愛々こ」七ll；交しげごイゴ，患’淫皇燕．㌔乱慰め宕仁～・カ’㍉

　　またL／0比，L／S比，　L／P∫：ヒおよびUS／S比は・未　　未治療時と比較すると高値を示し（P＜O．01），震たヌ寸冒

治療時に比較して、【二昇しているが，対照よりはイ氏｝い。　　　照と比較しても高値を示す（P＜｛｝．〔｝D，，ステγリン酸

　　（3）術後1カ∫」のJf【1．漿リン脂質の脂酸構成比：表　　　は抗甲状腺剤投・与後に比1咬して1有意溢な認闘．，ない

16のごとく，　ミリスチン酸は0・8～0・3％平均0・5止　　　が，未治療時，に比較すると低仙な示す（P・・：，：｛、．｛｝D、，し

O．2％，パルミチン酸は‘11、5～32．7％，平均36．8土2．2　　かし対照と比較して1イ∫意糖な認めなし・。オレ‘イン酸1・L

タ61　ノミノレミ　トオ』レ’イγ酉変㌍k2．9－）1．0％，　二iI乙ナ均　1．9土0．4　　　　わ℃｝干11尺｝勝と斉口躯と・㌻’・で受｝二」七ll［遊して』イゴ、嶽にκ皐癒1涌‘めオ仁㌧・カL；，　儲．こ

％　ステアリン酸は23、7～15．6％，平均玉8．7土1，5％，　　　治療時に比鮫して高値を示す（P＜：O，01）いまた対照～：：

オレイン酸は16・9～12・1％，平均1・L3土2・3％，リノー　　　比較して高値を示す（P・・：1｛】．01）〔，リノ・・一ル酸lll：抗lll｝ilこ

ノレ酸壱；k24．8～17，7タ6，　三1虞1勾21．3：ヒ2．7駕，　アラ銑馬ドン酉聖　　　　li泉斉IH玉と一与：・f遜ならびを二瀦ぐ治拗ξII芋し；上ヒlli赴し、りぐi｝：石廊P〔煮ごノ採し．

は7・7～4・6％，平均6・5土0・4・％である。　　　　　　　　　（P＜〔｝・（】1），対照、を・；比1険すれば低“1印工であるでP・．1‘：1｝．〔｝1），，

　っぎにL／o歩ヒはL92～1．（）4，彗五均1．49出く）．38，　L／s　　　アラキドン酉愛1；k4寛IP；1犬】腺斉lj齢と．ケ・守憂ならび』に老渥歪サ壁II芋｝．∴

比はL51～0．75，平均L19土025，　L／P比は〔）．76．～　　　比較して｛働‘〔’な示すが（Pく．：（1．OD，対脚照と比1鮫1す，h．ば

0．44，　5Fj殉　O、58土0．09，　uS／S上ヒLk　LQ2・～0。63，　7・1λ1幻　　　　　イ『、甑叢i｝1kなし・噸｝

表16　　　　甲状腺機能光進症の、血曇鯉ソll旨質の脂酸構成比（％）とlj旨酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（術そ麦1ヵ月）

症例零性㍊憲㌻霜拶，㌘層ギ。リニ鐸，¢・／・比尉ヒ・／・比・・慨

　1　穿肖　　1，1」　17♀　　 0，7　 34．7　　　2．5　　19．4　 12．1　 23．2　　7，5　 1．92　 1，20　 ⑪．‘～7　　0、潟3

　2大　 E臼18♀　0，8 41，5　 2．1　19、1　12．3　18．3　6．0　1，49　0．96 （】。44　｛L63

　3宮『　ji［18斗～　0．5 37．：3　1．5　16．6　13．923．0　7．2　1．65　1．38 0，6正　0．8．：婁

　4　倉　　 石　 19♀　　0．5　 36，6　　 2．7　　20．4　 16．9　 17．5　　5．5　 1，04　 0．86　 〔〕．48　　0．74

　5　4、　　1⊥1　19　早　　 0．5　 36．7　　　1．3　　17．5　 15．3　 21．5　　7．2　 L41　　L23　 0，59　　0．83

6坂　口20♀　0，439．2　2．1　17．514．920．1　5、81，35L49（｝．51　0，75
　7　　rい　　　ネ寸　　21　孕　　　　0．5　　34．4　　　　1．0　　　20．9　　　13，3　　23．9　　　6、0　　　1．80　　　1，44　　｛｝，69　　　0．79

　8橋　 JK　23等～　α4　35．5　2，3　18，2　14．9 24，1　4．6　1．62　1．32 0，｛58　｛，．85

9竹　腰32早　Q．4327　2，9　16，416，224．8　6、7L531．510．76　L⑪2
10　市　　 月i　37　♀　　 0．6　 35．8　　　2．0　　16．4　　14．6　 24．6　　6．0　　1，68　　1．50　 0．69　　0。8g

11　　土　　　　贋聖　　39　♀　　　　0．5　　　38．7　　　　　1，5　　　　18．1　　　13．5　　　19，9　　　　7．7　　　1。47　　　1．10　　　｛｝．51　　　（）．74

12　　4ヶ　　　　内．40　♀　　　　O．4　　　37．4　　　　1．5　　　17．9　　　15．4　　　19．7　　　7，6　　　1，28　　　1，10　　　0．53　　　0．79

13　　1黍　　　原　　41　♀　　　　0．4　　36．7　　　　1．3　　　17．5　　15．3　　21。5　　　7，3　　1．41　　1，23　　〔｝，5g　　　O，83

14唱尾　　 i嫡1　43♀　　 0．4　 36．4　　　L4　　23，7　　13．7　 17．8　　6，6　　1．30　 〔｝。75　 0．49　　｛〕．65

15　4、　　　珊木　　44　♀　　　⑪．3　　35．6　　　　L1　　　21．9　　13．5　　21．0　　　6．5　　1．56　　0，96　　0、59　　　⑪。73

16　　〕誕　　　　鍋　　51　♀　　　　O，5　　36．2　　　　2．2　　　17，9　　　15．5　　20．8　　　6，9　　　1．34　　　1．正6　　｛〕．57　　　｛｝，83

17　吉　　 1暗矛　17　8　　0．6　 38．9　　　2．8　　18．5　　15．4　　17，7　　6．1　　1．15　 0．96　 0．46　　0．72

18大　内18δ　0．439．1　2．⑪　15．613．323．2　6，41．74L‘190．59　〔L81
19　　大　久　f呆　　23　♂　　　　⑪．8　　　35、5　　　　1．3　　　19．0　　　15．7　　2〔｝，4　　　7，3　　　1．30　　　1．〔｝7　　｛｝．57　　　0．81

20　五ε　　川i　35　δ　　 O．6　 39．7　　　1．3　　18．7　　14．1　　18．8　　6、9　　1．33　　1．（．｝0　 ｛｝，47　　〔｝．7⇔

21　　菊〒　　　妻　　37　♂　　　　0．4　　　36．2　　　　　2．4　　　　17．5　　　14．9　　　23．9　　　　4，7　　　1，60　　　玉，37　　　0，66　　　　（，，85

22　　松　　　『ド　　37　δ　　　0．6　　34．3　　　　1，7　　　21，7　　12，9　　22，5　　　6，2　　1，74　　1，04　　‘｝．66　　　〔⊃．77

平均　⑪f。，2蟹21飾、1鹿1．51擁．32呈茎．76雪。．，1呈～ll38生ll25野。融乙1。、、
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0．Ol）。　L／S比およびL／P比は抗甲状腺剤ll黛与後なら

ζメに．シトと淫｝症鷲旺∫・1’こ上ヒlll交して：i由通ll〔をゴ斥ワナカく　（P・ぐ二〔｝、01，），　ヌ寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，lo
照と比較・ナると低f直るづ云す（P＜0．01）。　uS／Sj七壱よ払：

甲1【是｝除斉1甘～とケイ受レ、ニエヒ4旋してイ∫｝藍置皇をll忍遅）オ氏し’カ㍉　ノ之汗｝

療時に比較して高値を示す（Pく0．（｝1）。しかし対照と
エヒ［巨虻一ナると｛壌fl虹・をカ｛≒－」一　（Pく（0．01）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lo口

　玉凱．」二μ）屡ζ糸歳力・らi「1｝1尺11泉イ幾脅旨プG進封三ヴ）争母そ憂1ヵ月〔り1rlL

嬰食リソ｝1旨雲重のH旨酸射彦ゆζ工七蔭よ，　ヨ充「FI｝1尺塩艮斉呪紫．与・子愛学・二」七1鮫

してリノール酸が増加し．，アラキドン酸が減少してい　　o’9°

る。米治療時に比較してはオレイン酸とリノール酸が

増加し，ステアリン酸とアラキドン酸が減少してい

る〔，対’照に比較してパルミトオレイソ酸とオレイソ酸　　　0・皐O

カ㍉憐訂1虹’を♪資し1　リノ・一ノレβ俊ヵミィ氏で直』な汚≒してし・苓，n

　　まノこL／0」∫ヒ，　US／sj七々よ1之滞拶療ll註㌔1こり」、；歩1・してし・る

カミ，　対・1轍より｛氏有虹一〇，　L／Sエヒ，　L／P士ヒをよわtl｛叫犬ll泉斉曝黛　　　　o・70

．与後，未治療時より上昇しているが，対照より．低値甲て3

ある。

　　（4）　山L漿リン脂質のL／S比と叩状腺機能検1査：　　　o，50．

　またL／0比は抗甲状｝1泉剤投与後と比較して有意差　　PBI，　To1・iosorb　testおよびBMR（図9，10，11）

を認めないが，未治療時に比較して増加している（P　　　とは負の相関々係を認めたが，1311甲状腺摂1収率とは

く0．01）。　しかし対照に比較して低値を’示す（Pく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　し／’S上ヒ
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図9，甲状腺機能寛進症のJn1漿リン脂質の　　　　　　　図杵　甲状腺機li旨プG進症の1血1漿リンll旨質の

　　　　　L／S比とPBI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L／S比とBMく



86－（266）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州1，まi誌　都18盤

30一

20・
．　■ ゆo
曽

曾■

・ o

■ ■■響

o　．
「，

．■ ，サ

響● o■

， ■．■

o■ o　●

■■ ．，

・「 ψ　◆

●o ．¶

■「 ・■

●■ 蟹

．■ ．■
　　．，

n　　■，

，1 ■■ 虞響，層

■，
，，9，

，r●，
ee 「欄

，，，■

e■ ．　■

，r■
，■ ，　，

■，，，

■■ lo 響r，・

9● 尋
「．“，

r

パルミチン酸　　ステアリン酸　　オレイン酸　　　リノール酸　　アラキドン酸

図12・甲状腺機能九ll皇症の［nL漿リン脂琶1〔のパルミチン酸比，ステア

　　　　リン酸比，オレイン酸比，リノール酸比およびアラキドソ酸

　　　　比の治療による変動

相関々係は認められなかった。　　　　　　　　　　　　　表17　　対照の」血L濡総；1レステP一ル搬

酸織比欝繍鱒弊雪離診襲　・・例い・鱗議篇
ン酸の増加とリノール酸の減少を認めるが，抗甲状｝腺　　　　　1柳　　沢　　20　　｛i～　　　　162

剤投与後・ついで術後1カlllと治療により次第に対照　　　　　2　堀　　内　　41　　♀　　　　　160

の脂酸構成比に近づく傾向がある。しかし完全に正常　　　　　3宮　　lll、ll　31　　δ　　　　　153

値とはならない（図12）Q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・l　Ill　　野　　20　　♀　　　　　15｛1

　またL／0比，L／S比，　L／P比お」こびuS／S比1よい　　　　5響　　島　　32　　a　　　　l46

ずれも未治療時は対照より低侮を示すが，治療により　　　　　6　沢　　海　　2〔｝　♀　　　　　1憩

次雛に玉昇する。L／S比の変動が最も著明である。　　　　　　7　伊　　藤　　31　　♀　　　　　139

・M・と㈲相関・職め・・　　　1：：劉瓢ll；l　Ill
　　　C・1血L漿コレ．ステロールエスヲ’ル　　　　　　　　ー．．一＿＿、、．，．＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿一＿．．．．．．一一．＿＿

　　1．．備総。レステ。一，囑　　　　　　　：’1£」‘ヲ　　　　　1・14±12

・・対照u繰コ以テ・一ルエステ・レの定量峨　　表18嚇・臨・1蜘1纈加L清鞭レステ。吋・量

術的に複雑で，かつ血漿コレステロールエステルは1血L

納麟のL／S比とPBI，T。・・・…b・・…｝・よび　　8轟雪l　Zl：48♀　136

灘・瞬・一ルの65－・・％を・め・臓騰が　症例　零性騨驚：1磁
ないかぎりこの比率はほとんど変らないことから3D，　　　「門7…「1Ψ………｛一一一一1『｝一　…………’………『…㎝㎜㎝｝一……

・礫・レ・・…・一テル鱒1耐・代・向・　ll鴇ll　l　｛ll

清総非ステ゜一ノ囑を測定した・　　　　　3勅≒石2工耳，　　157
　健康人10例の血清総コレステロール鍛は表玉7のこ　　　　　4　山　　口　　33　　？　　　　15｛｝

とくで・162～123㎎／46，平均1・14土1惣溜であ　　　51iビ　畑　こ15　1i｝　　蜘
る　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　1拙」　　　4木　　　　42　　　　♀　　　　　　　　　137

　b．単純｛∠k甲状」腺11亟：単純性甲状脚k腫10例の血溝総　　　　　7堀　　金　　37　δ　　　　135

コレステロー・ル壁は表18のごとくで，162～118解〃召，　　　　　8　市　　川　　37　　♀　　　　　133

平均143土14㎎／46である。これを対照と比較すると　　　　　9毛　　利　　48　　♀　　　　129

爾潜間にほとんど差はない。　　　　　　　　　　　　　　　10　寺　　勘　　47　　♀　　　　118

　c：甲状腺機能充進症：甲状腺機能充進疲10例の1飛L　　　　　平　　均　　　　　　　　　　　　1・i3土14
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清総コレステロール土1呈：は表19のごとくである。　　　　　を抗甲状腺剤投与後ならびに未治療時と比較すると増

表19　甲状撒能プG」竺症における　　　　加を示し紀慰齢認める（P＜｛購）・また対照と比

　　　　　　儲紬レステ。一蝋の変！助　　　較して輪値を示し．臆融・忍める（Pく〔｝・〔）ユ）・

柵一㌦ト雌鰯・－1レ蹴　、瀦繍鰯轟認蝦滋テ

＿、
@塗ご．蟹噛雛鯉湧・レ・轍獣比職2・のこ・く蝋、謝し｛購

　1　ぽ堵　　ll【　2呂　15　　141　　　157　　　17‘｝　　　　II方西食1よミリスチ・ン酸・パノしミチソβ唆・　パルミト擁’レ♂イ

　2鈴　木23♀　125　　152　　236　　ン酸，：ヘテγ1｝ン11唆，オレイン酸，！，ノ…ル酸お．［：｛♪ご

　3坂　　「120　早　　121　　1・14　　2〔）・1　　　アラヤドン酸の7つであった〔，ミIlノ、ヅン酸は1．｛｝・～・

4落　合2i♀　123　m　l93　｛）．496…陶。．7土。．3％1パノ・・ミチン酸は17，4～1（｝．8％，

5大久保23δ　108　Mg　l（う6　胸13壮L9タ6，パルミト，抄イ。酉鰍1う．3～2脇，

（肺川35♀　97　凶　2｛）3　鵬蹴臨嵩テア1，職よ2，2－。．6％…i殉1．2

論慰ll　ll｛岩1：：：：澗タ6，帽・酸は一嗣喘，脚・贈
9藤1，｝〔41♀　88　1，う5　2：う6　％，11ノール轍65・：う～49・7，鞠57・7」・4・1％1アラ

1・・1、ili　19・～　78　151　12・　搾ン酸は5・9～2・5タ6，’陶・1・0止Ll鑑ごiうる・すな

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　…　　　　　　　　オ〆ら川酒魁1昏￥成1七’踏はリノール酸が半分以1．：で，以下オ

　　　平均　　1°7土21157↓131～〕－L｝・33　、イ順，パ、レ，チン酸1：酬・1・ン酸，パ，、，ト、1・

　（1）未治療時の1価rlf総ロレノノ・テμ一ルlrl：：li「状［1泉　　レイン酸，ステア1，．ン酸。ミリソ・チン“唆の11臓序であ

機能フし進症の未治療時の，lliL清総コレステμ一ノL・膵凱よ　　　る。

141～78刀騨46，平均107土2171》／紹である。これな対　　　　っぎにL／Oエヒは・L21～2．25野la均3．14二1こ0，6，1，　L／P

照と比較すると低1直で，イ耀、，汝誌める（．P・．ご、1）．01）口　　　比は5．98～2．86，1瓦均4．4．7土1．02，　uS／S比は7．39～

　（2）抗叩状腺剤投瞬受のillL清総コレソ・テ・・一ノレ　　ーLO5，1物5・8〔｝；ヒU｝2であ鞄，

騒：：lll状｝腺機能充1狂1症の抗甲状】腺斉ll投与後のlllL沽総1“　　　　b・単純性甲状｝撮il重：．単純i生ll『1；【尺腺腫17例の1鮭【1荘；コ

レステ・一ル量は184～14171騨認，平均157土137解／（16　レステ・一ル・以テルの川納愛構成比は表21のごとくで

である。これを未治療時に比較すると；密明な増加を示　　　ある、，

し，何意鑑を認める（P＜0．01）ω註．た対照と比較する　　　　ミリスチ・ン酸は1．・1～t｝．425，・・ド均｛，．8止り，2％，パル

と高値を示すが，有意叢はない。　　　　　　　　　　　ミチン酸は16、6～12．1％豊1物144」ニユ．5％，パルミト

　（3）　術後1ヵ月の11戯育総訓レステロール樋：：甲状　　　オレイン酸は6，2～3」％，　ド均4，5土1，2％監ステアリ

腺機能プG進症の術後1ヵ月の1血L滴総罰レ．ステロール簸　　　ン酸は1．6～0，526，ド均0．9±Q．3％，オレイン酸1よ22．1

は236～120㎎／46、平均194土33㎎／認である◎これ　　　～15．2％，・ド均王8．・1±2．1％　リノール酸は62。8～52．9

表20　　　　対照のi血L漿識レステロールェステルの脂酸構成比（％）と脂酸比

症例零1’k㍊憲頻醤ウウ，‡嘗ジ㌦皐、¢・／・）比・／・比uS／・比

1　　：大こ　　　1⊥1　ユ8　♀　　　　LO　　　　15，0　　　　・i．5　　　　　1．ユ　　　　16．9　　　　57．6　　　　3．9　　　　3．41　　　3．84　　　　4．85

2　　マビ　　　1副　　18　♀　　　　0．6　　　17．4　　　　3．8　　　　1．8　　　22．1　　　49．7　　　　↓．5　　　2．25　　　2．86　　　　4．05

3　栗セ『1ヒ彦」聖　20♀　　 0．9　　10。8　　　5，（｝　　0．6　　2・L2　　55，9　　　2，6　　2．3i　　5．18　　　7．玉3

4　4、　　1木　20孚　　 0．4　　10．8　　　4．2　　　0．7　　15、些　　64．6　　　3．8　　4．19　　5．98　　　7．39

5　　～尺　　　　汀圧　　20　♀　　　　1．0　　　　15．1　　　　3，4　　　　　1．1　　　21．8　　　　5・L7　　　　2．5　　　2．51　　　3．55　　　　4．71

6　　』鉦　　　　1堅」く　20　♀　　　　0．6　　　12．3　　　　3，0　　　　〔｝．9　　　　15．4　　　65．3　　　　2．5　　　．L　21　　　［i．31　　　　6．25

7イッ　μ」2〔｝♀　｛L6　11．（）　2．8　 L2　15，7　64，8　 4，0　，1，13　5，89　 6．82

8　　ll1　　　墨チ　　20　♀　　　　〔L6　　　　12り2　　　　3．5　　　　2．2　　　　2（》．6　　　5，1．9　　　　5．9　　　2．67　　　　，1．50　　　　「～．6｛う

9　1卯　　 沙く　20　早　　 O．8　　12．6　　　6、3　　 α9　　19，5　　55．7　　　4。2　　2．86　　4、．42　　　5，gを）

10　ウ忙　　 倉　 30　δ　　 0．8　　13，1　　　3．0　　　1．4　　 18．3　　58。7　　　4．8　　3．21　　4．48　　　5．5・1

11　春　　 島　32δ　　 0．7　　16、3　　　3．9　　　1．1　　20．3　　52．3　　　5．4　　2．58　　3．21　　　5、46

　　・1・均　゜望。．31蟹93逡1．2噛．、1盤，95蟹．♂21．1温［、、慧1。，鷺1。2
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表21　　．単純性甲状腺腫の」血L漿コレステロールエステルの脂酸構成圭ヒ（％）と脂酸比

症例零性㍊でチ頻醤ウ手，3オ㌧リ㍍累，¢・／・・比・／砒us州・

1　　甚み　　　　11晦　　22　♀　　　　〔｝．6　　　　16，（）　　　　4．2　　　　0．7　　　20．5　　　　【52．9　　　　5ド1　　　2，5呂　　　　｝｝、31　　　　・i．78

2’鱈r　学尺24♀　0ばう　16，〔3　3。4　 L5　16．9　55。｛｝　5，9　3．25　3，　ln　 ・1．3・1

3　　111　　　1［静　　25　♀　　　　0、9　　　　｝3．3　　　　｛i．2　　　　0．f㍉　　　17．1　　　58。9　　　　3．1　　　：L・1・1　　　・L・1：｝　　　　5、呂｛｝

．1　『i訂　　　　癬蝋　　29　♀　　　　〔｝．4　　　　12，2　　　　3，1　　　　0．7　　　　18，2　　　61，・i　　　　3，9　　　：．｝，37　　　9，｛｝3　　　　｛i．〔1韮

5　　皇匙　　　月　　32　♀　　　　0．5　　　12，5　　　　3．l　　　　l，1　　　17．8　　　6（》．（う　　　　4．4　　　3，4⇔　　　・1，85　　　　6、Dl

6　　」ヒ　　　：条　　36　♀　　　　1．1　　　14．6　　　　：う，2　　　　｛｝，9　　　　15，6　　　60．3　　　　・1，3　　　　3．87　　　4，良3　　　　5、｛｝3

7　　1：日　　　　」亘　　37　♀　　　　0、6　　　12．2　．　　3．1　　　　1．0　　　15．2　　　62．8　　　　5．1　　　・Ll3　　　5．15　　　　6．25

8　　。唯歪j　　　i．［ヨ　　39　♀　　　　0．6　　　　15．3　　　　：う．5　　　　0．9　　　15、7　　　6｛｝．6　　　　3，4　　　　3．8G　　　3．9G　　　　・1，95

9　・長　　 ガ｛こ　39♀　　 0．7　　14，3　　　5．3　　 0．6　　19．王　　56。0　　　・1．｛｝　　2，93　　：L92　　　5、・i裏

10　　渡　　　　置Zユ　39　♀　　　　0．6　　　　12．4　　　　5．6　　　　1．6　　　22．1　　　55．0　　　　2．7　　　2．49　　　，1，↓1　　　　5，85

11　不ゴf　　嫁　47♀　　 0．7　　16．3　　　5．9　　 0．9　　18．3　　54．5　　　3．4　　2。9呂　　3．34　　　1．・U

12　　i寺　　　 、1三み　　47　♀　　　　1．2　　　12．2　　　　5．3　　　　ユ，0　　　17，8　　　58．3　　　　・1，3　　　3，28　　　4，78　　　　ξ～、～｝5

13　　1噛ト1　　　看寸　　51　♀　　　　LO　　　　I6．3　　　　5．｛〕　　　　0．9　　　　1～｝。4　　　　53，4　　　　3，9　　　　2，75　　　　：｝，28　　　　　4．・19

1．1　’rl∫　　4寸　38　δ　　 ｛｝．，i・　　14．6　　　・L3　　 ｛｝．7　　18．7　　「～6．2　　　5．‘）　　：・LU1　　：玉、85　　　5．：｝6

15　1朔　　 1寸　41　6　　 L・l　　l2。1　　　5．を）　　0．9　　2L2　　53，8　　　4．7　　2．53　　．L　45　　　5．91

16　　【」l　　　Ii町　 47　δ　　　1．｛．｝　　　ltう．0　　　　5，2　　　　0，6　　　19．7　　　53，2　　　　・1，3　　　2，7｛｝　　3，：i3　　　　．L　G＄

17　　ラy　　　」日　　57　6　　　　0．8　　　　玉2．4　　　　4．7　　　　0．7　　　19．9　　　56，8　　　　・」，7　　　2．85　　　4，58　　　　｛3．19

　　・1・均　゜歪。．21重1，54歪1．、°温，．、1匙1，15盤．、望1，。窪1：塾48錨。繍、，」

％，平均57．0土3．8％pアラヤドン酸は5。9～3．1％、平　　　　土1．0％，　リノール酸は55．3～43，1タ5，・・ド均．〔9．，LL　6．‘｝

均‘L2土LΩ％である。すなわち脂酸構成比ではリノー　　％，アラキドン酸は7β～4．5％，・ド均fi．厩｛L9％で1｛ジ，

ル酸が最も多く半分以Lを占め，以下オレイン酸，パ　　　る。

ルミチン酸，パルミトォレインβ俊，アラ判曽酸・ス　　つぎに14（）比は2・99～L49－・陶2．翫ho、32議／P

テアリソ酸，ミリスチン酸の順序である。　　　　　　　比は4．13～2．46，平均3，瓢土α35，uS／S比は5，94～

　っぎにL／0比ぼ4、13～2．49，平均3、14土0．48，L／P　　3．83，刊蕊均4．71土0．47である。

比は5・15～3・28・平均4・13土o・64，USIS比は6・51～　　　　これらの成績と対照との布意藻を検討すると，ミリ

4，34，平均5、41土0．69である。　　　　　　　　　　　　　スチン酸は有意箆を示さない。パルミチン酸およびパ

　これらの成績を対照と比較すると各脂酸とも多少の　　　ルミトオレ．イン酸は高値を示す（Pく0，m）、，ステア1，

増減がみられるが，有：齢登はない。　　　　　　　　　ン酸は有意頒を示さない、、オレイン酸昏よ高値を示し

　つぎに脂酸比では1，／0比は有意追を認めない、、　　　（．P♪〔》．01），リノ…ル酸は低値を示し「（P＼｛〕川），アラ

L／P比，US／S比は低値を示す（P・（：二〇．01）、〕　　　　　　　キドン酸は高億を示す（P＜0．OU，

すなわち単細粥bl茂腺腫のlnL漿・レステ・・一ルエス　　つぎにL／O比，　L／1・比お」二びuS／S　J・ヒはし・蜘も

テルの脂酸構成比は対照とほぼ1司じである。ただL／P　　低値を示す（Pく0．（）1）。

比およびUS／S比が対照よりやや低値である。　　　　　　　以上の成績から甲状腺機能：芯謝11三の未治療時ではり

　G甲状腺機能充魍il三：甲状腺機能プ〔進症22例の1虹　ノール酸の著1り1加成少とパルミチン酸，パルミト・｛・・

漿コレステロールエステルの脂酸構成比は喪22・23・　　　イン酸，：4’レイン酸お」；びアラキドン酸の増加かllllめ

24のごとくである、，　　　　　　　　　　　　　　　　　られるp

（1）未治療時の1血L漿・レステ・一・レエステルの脂　　L／（，比，1．・／plbl・」こσ・uS／S⊥・L；lllいず細［，低下1、ズ

酸構成比：表22，図13のごとく，　ミリスチン酸はL6　　いる。

～0．3％，平均0．8±0．2％，パルミチン酸は19．2～12．7　　　（2）抗甲状腺剤投与後ヴ⊃血漿」レAテr、＿ノ』エ訊

％，平均15・6土1・3％，パルミトオレイン酸は8・5～3・1　　テンの脂酸構成比：炎23のごとく，ミリ低チン酸は

％平均5・2土゜・9％，ステアリン酸｝よ22～0・6％・平　1・6～0・5％，・1物1．0土O．4％，パルミチン酸は18．3～

均L1土0・6％・オレイソ酸は29・0～18・4％，平均21・7　　　12・7％，平頻」14・6ニヒi．7％，パルミトすレ・イン酸｛、L　8．．五
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表22　　甲状腺機能完進症の、血昇1老ロレステμ一ルェステルの脂酸構成比（％）と脂酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未治療時）

症例㍗k㍊でチ頻醤ウ醤オ塙リニル早14・／・1・ヒ・／・比u・／・比

1　　穿臼　　　i．II　17　♀　　　　L1　　　1（～、6　　　　4，9　　　　1．0　　　21．2　　　49．9　　　　5．3　　　2．36　　　3．00　　　　・1．35

2大　li：ll8♀　0．4　15．0　3．5　L5　18．7　附．1　7、8　2．81　11．54　・L6：「｝
3　　’ま駕　　　月1　18　♀　　　0．6　　　13．4　　　　4．3　　　　1．6　　　19．5　　　55．3　　　　5，2　　　2．84　　　4．13　　　　5．・1｛｝

4　　fT　　　二仁i　　i9　♀　　　　1，〔｝　　　1‘う，3　　　　5。1　　　　1．3　　　21，5　　　49．9　　　　・L　9　　　2．32　　　：・i．〔，6　　　　・1，ξ岳8

5　　4、　　　1【1　19　♀　　　　〔｝，8　　　17．1　　　　4．｝｝　　　　L2　　　23．｛｝　　　48．5　　　　5，1　　　2．噛U　　　 2．8」　　　　・L24

6　坂　　 i：｝　20　♀　　 ｛｝，7　　14．8　　　5．2　　　1．0　　 19．9　　51．7　　　6．6　　2．｛～0　　3．49　　　5．（｝5

7r．1：聖　ネ・1’21♀　0．7　16．0　5．4　 1．O　l9．1　52．（う　5．3　2．75　3．29　4．‘～6
8　　イ喬　　　　りK　　23　♀　　　　0、6　　　　15．1　　　　5．3　　　　〔｝．9　　　21．9　　　48、9　　　　7．3　　　2．23　　　3．24　　　　5．｛｝2

9　石な　　 ll要　32　♀　　 1。6　　15．9　　　5．9　　　1．0　　20．8　　49．4　　　5，4　　2．38　　3．11　　　4．・1．1

10　　』11f　　　　月1　37　♀　　　　〔｝，8　　　　15．8　　　　6．6　　　　0．7　　　　21，5　　　　47．［3　　　　7．1　　　2．21　　　3．01　　　　4．78

11　　二L　　　耳嚢　　39　巧～　　　｛｝．3　　　15，0　　　　・L4　　　　｛｝，9　　　18．4　　　55．1　　　　5．9　　　2，99　　　3．67　　　　5．17

12　イう’　　1人1　4【）　♀　　　0．6　　　1｛㍉．7　　　4．5　　　1．2　　　2L7　　 48、3　　　7．0　　 2．23　　 2．81｝　　　・L11

1：雪　　ll餐　　　　見i〔　　41　♀　　　　0．8　　　　15．3　　　　　6．1　　　　　1，2　　　　29、｛｝　　　43，1　　　　・L　5　　　　L　49　　　　2．82　　　　　・L78

1・且　，己　　 1111守　43　卑　　 0．7　　16．2　　　5・0　　　｛｝・9　　22・0　　・18・3　　　6・9　　2・2｛｝　　2・98　　　・L62

15　　4、　　　十4く　4、1　｛1｝　　　0．3　　　12．7　　　　・L・1　　　　1ド1　　　24．5　　　49．｛｝　　　　7．7　　　2．1沿　　　 ：｝．86　　　　5．9・1

16　↓欄噂　　　壼渦　 「i1　‘～　　　｛｝，8　　　16．1　　　5、2　　　｛L　8　　　2L7　　 ・i7，6　　　7、8　　　2．19　　 2．を）6　　　・1．65

17　㌃｝㌧3　　山奇　17　占　　 〔｝．7　　 LL　3　　　3．1　　　2，2　　21．9　　52．3　　　5．G　　2．39　　3．1～6　　　4．82

18大　内186　1．2　14．8　1i・2　0・9　21・9　50・G　・1・5　2・31　：｝・・12　4・92
19大久保236　0．6　192　 6，i　O．9　2〔L1　47．2　5．9　2．35　2．45　3．83
20　　石　　　　邦i　35　δ　　　・1，1　　　15．5　　　　8，5　　　　2．1　　　23．5　　　43．9　　　　5，5　　　1．87　　　2．83　　　　4．35

21　来1了　　　1饗　 37　6　　　0．7　　　16．Q　　　3．8　　　　L5　　　21．5　　　51．4　　　5．0　　　2．39　　　3．21　　　，↓．49

22松　下37δ　1．0　15．7　5．6　0．6　22．…　48，1　7．｛｝　2．18　3．0〔｝　4．79

　　　平均　゜曽。．21監1。、5・蜜。．91歪。．62翼1．。’且隻1．66ヨ｝。．，匙lll32鷲｝35『罫｝47

髭髪易　甲状腺機能冗進症（未治藻時）

注膨』監
亡彦

．一c1．3％，1物脇二｝・Llタ61ソ・ラ㌔γリン酸目ほ・8～1｝・7％

．・ Pろ」幻　1，3こ上【L：う26，　月・　レ　で　ソρ唆1よ　25．：う～18・Gタぎ，　　斗4」勾

20．9土L5タ6，　リ　ノーノレ酉変じよ　55．6へ42．3タ61　・1∴」孝ヨ5（L5ニヒ

4，4％，アラキドン撫よ73～43％，平均5・9土｛’｝・9％で

ある。

　冒『：）き㍉こL／（）止ヒ壱よ2、98【｝1．73，　5ド均2，45土o，35，　LIP

ユ7ヒ壱よ　4，13～・2．31，　珊～L均3．49土0．47，　t∫S／S云ヒ‘よ　5．80・～

3．9Q，　1～ド均4．94土〔｝．4£｝て「～垂ちるし，

　　、．二渚しら〔え）∫」史糸貞〔とン暑こキ望げ寮iiξ・専δよび’弐寸員くま乏：¢）｛ゴ．畳乱ノ盗を桑獲

討すると，ミリスチγ酸は増加している（P＜〔1、01）。

パルミチン酸は米治療時より減‘レし．ているが（P＜

Q，01），対照」二りは高伽ぐ1ある（Pく0・｛｝DI、．パルミト

オレイン醐妹治療時オくらぴに対照」こり蘇：轟値な示す

（P＜、⇔．01）D　ソ、テアリ　ン酸尊よ未汁緊療1晦・より埋｝加1して㌧・

る力斗　（P《嵐0，｛．｝1），　ヌ寸旦熊と塔よイ丁；・蔭：盛7脳よオ虞L㌔、　オ“レイン酸

‘よオこ濃蛾湾｛ii寺より｛戒‘レし『ごし・るノ露　（1エ＜，．、0．Ol．），　女寸旦売勲二上ヒ

較してなお増加している（P・＜｛｝．｛〕1）、、リノール酸は未

治療時より増加しているが（Pく．｛〕．oi’），対照と比較母同

ればな：ヤδ低値で爵、る（．P＜（）．oD。フ響キドン酸は未治

擁鱗妄謡嶽欝£　か　エヒ較して高1直
図13．鰍徽鱗進獅1藤・・ステ・一ル　　つぎ・・L／°比，L／P比およびUS規ヒ麻治鶴
　　　　エステルの脂酸構成比　　　　　　払ヒ較すると高値で～らるが（Pく0・OD論1’照1こり低値
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表23　　1・11状腺機能プG三｛蛎i．三の．lllLl漿；ヱレステiコールエ．ステルの脂円愛構成比（％）と脂ri聖．叱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（壬プ〔1；Fl：1犬月泉斉目1黛・与’・宇麦）

1・1｛例零側暖。於チ頻醤要参，㌘落リニ，碍，り・／・）比・／・11・・s／・⊥11・

1　　須｝「　　　μ」　　17　♀　　　　1．0　　　14，3　　　　4，3　　　　1，8　　　18，6　　　55，5　　　　4，5　　　2，98　　　3，8呂　　　　・襲．呂5

2　ゴく　　日『．1　18　♀　　 1、2　　1・Ll　　　5，7　　　L1　　2（》．7　　49．9　　　7．3　　2，・1．1　　3．5／　　　5．1｛｝
3　　’寓　　　 川1　ユ8　♀　　　　1．1　　　13．6　　　　6．1　　　　1，7　　　　19，8　　　 53．6　　　　4．3　　　2．7｛〕　　　3．93　　　　5．1⇔

4　愈　　 不∫　19　♀　　 1．4　　 14．0　　　5、9　　　1．7　　工8．2　　5・L2　　　・1．6　　2．98　　3．87　　　4．85

5　　1」、　　　【Ll　19　♀　　　　1．6　　　　15，9　　　　？．5　　　　1，8　　　　19，2　　　、17，・1　　　　6，6　　　：3，．且7　　　2。9呂　　　　4，18

6　、坂　　　　1．：i　2〔）　♀　　　　0，9　　　　16，2　　　　5．4　　　　1，2　　　　18．｛｝　　　52，2　　　　6，1　　　2．90　　　3，22　　　　4，64

711：1　イ寸21♀　0．6　13．5　4・．8　0，9　19．7　55．【モ　4．9　2，82　4．12　 5，1う7

8．橋　爪23孚　1．2　13．2　6．1　1）．7　21．・1　50．8　G，7　2講7　3．85　5．li3
9　　4な　　　　II要　　32　♀　　　　1，3　　　　13，3　　　　．1，2　　　　　1．7　　　　ユ9．7　　　　54．6　　　　S，2　　　　2．77　　　4，ll　　　　5，13

10　　ア1・了　　　月1　：37　♀　　　　1．0　　　　13，8　　　　6，6　　　　｛〕，9　　　21，7　　　　49，6　　　　｛～，4　　　　Z，29　　　3，59　　　　　5，：．．17

11　　：1二　　　1髭　　39　♀　　　　0．5　　　　14．9　　　　5．1　　　　1，2　　　19，8　　　52．1　　　　6，3　　　2．63　　　3，「11｝　　　　5，｛［2

12　　4な　　　　1メヨ　　・10　♀　　　　｛｝，9　　　　18．3　　　　7，2　　　　玉，2　　　2・1．4　　　42，3　　　　5，7　　　　1．73　　　2，：呈1　　　　3，9り

13　　1好寒　　　厨〔　　41　♀　　　　0．9　　　　12．8　　　　7，4　　　　1，0　　　25，3　　　48．3　　　　4，3　　　　L，91　　　3，77　　　　5，8〔」

14　1宅　　 Il｝奇　43　♀　　 0．8　　 1‘L　5　　　5．8　　　0、7　　 19．4　　 52．｛｝　　　｛｝．8　　 2．68　　：遷．59　　　5，25

15　4、　　イ木　44　‘孕　　0．8　　1・：L2　　 4．4　　　1，1　　2L｛｝　　52。4　　　6，】　　2，5｛｝　　3，69　　　5，21

16　，ジ〔　　ゴ：鶴　51　♀　　 1．1　　1・L4　　　4．6　　　L7　　21．8　　50．8　　　5，｛～　　鵠、33　　：L　5：・監　　　．L81

17　　r占‘　　　山晦　　17　δ　　　　1），～〕　　　14，2　　　　7．2　　　　1，3　　　21．5　　　48．8　　　　6，｛｝　　　2．27　　　：．｝，1．1　　　　5，｛｝9

18　　．火　　　　1／1　　18　♂　　　　1，1　　　12．7　　　　6，1　　　　1．6　　　20．7　　　52．5　　　　5．3　　　2．5・1　　　、i，1：・…　　　　5．、19

19大久保23δ　0，9　16．2　4．4　1．6　23．3　46．9　6．7　2．〔｝1　2。90　．L：ll・1
20　　石　　　月1　35　δ　　　　1．3　　　15．7　　　　4．9　　　　L1　　　23，里　　　47，0　　　　6，9　　　2，03　　　2，～，g　　　　4．52

21　3汐〒　　　妻　　37　♂　　　　L3　　　16．3　　　　8．・1．　　　1，3　　　20、9　　　45、9　　　　6．｛｝　　　1乙、20　　　2，82　　　　4，31，

22　　イ公　　　　’1F　　37　♂　　　　1．2　　　　15、9　　　　5．2　　　　　L　1　　　21，0　　　　48，3　　　　7．3　　　2．30　　　　3．　Q4　　　　　，・蛋．4g

平均　1f。，、1望．75f1．11愛。．、2窪1．，5墨1．、5望。．趨1、、鮒、7無￥、、，

衷24　　11．1状1腺機能，‘の雄症のi血正1漿コレ7・テロールエステルの脂酸構成比（タ6）と脂酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訓サそ受　1　ブ」∫」）

症例零性㍊でチ頻醤ウ手，ζ雪。リ㍍編・／・∫・ヒ・／・比・・熾

　1　　茅1髄i　　　l」1　17　早　　　　1．0　　　　13，を｝　　　　4．6　　　　0、9　　　玉9．5　　　55．9　　　　4，2　　　2，87　　　4．【）2　　　　…玉，33

2大　田18♀　0．7　13、8　5，1　1．3　23．1　50．8　5．2　2．2｛｝　3，68　菖。：粥
3　’宮　　 月i　18　♀　　 0，7　　12．8　　　4．2　　　0．9　　18．4　　58．4　　　4、6　　3．17　　．L　56　　　5．　g、．1

4　：蔭ぎ　　孝三「　19　早　　 1．7　　13．3　　　5，6　　　0．7　　17，7　　56．0　　　5．〔｝　　3．1‘i　　4，21　　　5．38

5　4、　　11．1　19　皐　　 0．7　　12，6　　　3．8　　　0．7　　15．9　　61．6　　　・L7　　3．87　　4．89　　　6．　L1
G　　坂　　　　口　　2〔｝　♀　　　　0．7　　　　16．0　　　　6．8　　　　　1，4　　　　17，1　　　53，4　　　　4，6　　　　3．12　　　　3、3．1　　　　4，52

7　　［4：署　　　ネ寸　　21　♀　　　　LO　　　　l2．9　　　　4．2　　　　1．3　　　19．5　　　57．2　　　　3，9　　　2，93　　　．1、43　　　　5，59

8　橋　　 ノ’氏　23　♀　　　1．7　　 13．6　　　6．5　　　0．5　　2正．0　　 51．7　　　5．0　　2．46　　3．8｛｝　　　5．33

9　　イ有’　　　11要　　32　早　　　　0，δ　　　　12，2　　　　・1，3　　　　　LG　　　　l6，6　　　　60．5　　　　，i，0　　　　3，64　　　4．g｛｝　　　　5，85

10　　了lf　　　川1　37　～～　　　0．7　　　　14，0　　　　5，　l　　　　L2　　　21．8　　　　52，1　　　　5，1　　　2．39　　　　3．72　　　　　5，80

11　　二L　　　　醗　　39　♀　　　　1・3　　　　13・5　　　　5・8　　　　　1・5　　　20．3　　　　53，5　　　　4、1　　　2，64　　　3，96　　　　　5．1｝3

12　　筍ヂ∫　　　1ノヨ　40　♀　　　　ユ・5　　　16・7　　　　8・1　　　　1，9　　　24，5　　　43、0　　　　4、3　　　1，76　　　2，57　　　　4，49

13　｝康　　 暖探　41　早　　 1・1　　12・7　　　5・1　　　L6　　26，6　　49．1　　　3，8　　L85　　3．37　　　5，49
14　｝…邑　　il晦　43　程～　　L1　　1己L　9　　　6・3　　　1．7　　19．0　　51．6　　　5。4　　2．72　　3．4‘う　　　．隻．6〔～

15　ノ」、　　場木　44　♀　　 0．8　　13．6　　　5．8　　　1．2　　2Lく｝　　53．4　　　4，2　　2，54　　3，　g3　　　5ド［1

16　　1」誕　　　　．丘渦　　51　♀　　　　1・1　　　　13・3　　　　5・6　　　　　1・・1　　　20．3　　　　53．2　　　　fi．1　　　2．62　　　4．〔｝‘〕　　　　5、33

17　　〒辱　　　11奇　　玉7　♂　　　1・1　　　13・3　　　　6・1　　　　Ll　　　20．・1　　　53，5　　　　・↓．「i　　　2．｛i2　　　，1．｛｝2　　　　轟．45

18　　ンkこ　　　i’・」　　ユ8　δ　　　　1・｛｝　　　12・（う　　　　6・2　　　　L7　　　　19．1）　　　55，1　　　　・1，・l　　　Z．9【｝　　　4．37　　　　5．5、1

19　’大久保　236　　｛L9　　15・1　　・1・｛〕　　L2　　2】．2　　5：M　　　4，5　　2．50　　3，52　　4．組
2Q　　・石　　　　川l　l35　8　　　　1・1　　　　14・0　　　　　5・2　　　　　L・1　　　2L2　　　　52．1　　　　4．9　　　　輩．46　　　　3．72　　　　　5、⇔5

21　粥τ　　　妻　　37　♀　　　1・2　　　13・0　　　　5・4　　　　0・5　　　19．5　　　56、2　　　　4。1　　　2，88　　　4．32　　　　菖，80

22．松　下37♂　1・0　13・7　3・6　1・9　17．9　54．8　7．1　3，06　4．Q（）　4．72

　　　平均　1曇。、41蟹．15歪1．21望。．22窪1．、5盗1，74望。．、隻1：151螂1，2郵148
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である（Pく〔｝，01）、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ．ノール酸の増加，パルミチン酸，オレイソ酸お，1こび

　以上のごとく，甲状腺機能九玉憩症の抗甲状腺剤投与　　　アラキドン酸の減少を認めるζ，対照と比較してミ・リス

後の1自L漿コレステ「コールエステルの脂醐：lll成比は未治　　　チソ酸，パルミトオレイン酸およびアラキドン酸の増

療時と比較して・ミリスチン酸，パルミトオレイン　　　加とリノール酸の減少を認める。L／9エヒ，　L／P比：卜∫

酸，ステアリン酸およびリノ甲ル酸の増加とパルミチ　　　よびuS／S比は抗甲状［1泉剤投与後および未治療11寺より

ン酸およびオレイン酸の減少を認める。L／0比，　L／P　　上昇しているが，対照よりは低lll「｛である，，

比およびuS／s比はいずれも．L昇しているが，未だ対　　　（・D　lllLlllPレステ！・・一ルエステルのL／o比と甲

照値にはお，】こばない、，．　　　　　　　　　　　　　　　状1腺機能検既：：滑な治療時の甲状腺機能ノG進拍1の［6L漿コ

　（3）　術後1ヵ月のlllL漿コレステμ一ルエ臥テノレ．の　　　レソ・テμ…ル講ステルのく）／L比と各孤甲状腺機能検

脂酸構成比：表24のごとく量ミリスチソ酸は1・7～｛｝・7　　1配との関係について検討したが，PBL　lll11甲状1腺摂

％，平均Lo土0、4％，パルミチン酸は16・7～12・2％　　　jl文孫｛およびBMR（図14，15，16）と負の相闘々係な

平均13，7土1．1％，バ～レミトオレイン酸は8．1～3・6％，　　　認めるがITriosqrb　tQ8tとは相関々係な認めらえrし蹴

平均5．3±1，2％，ステアリン酸は1．9～0・昭6，平均1・2　　かった、、

土o．2％，　オレイン河変脅よ26．6～15．9タ6，・・1り句2｛｝・1土2・2　　　　（5）　4、出蜂：『」｝1犬［1泉1幾有旨プ〔護皇揃三4）、lnLi！罫量コレ7・テロー

％，リノール酸は6L6～43，0％，平均53．9土3・7％，：ノ’　　ル詣ステルの脂酸構成比1よ，米治療時にはパルミチソ

ラキドソ酸は7、1～3．8％，平均4．7止0．4％であ凱、　　　　酸，パルミ1・：41レイン酸，オレイン酸1お，kびγラキ1’唱

　っぎにL／0比は3，87～1．7（i，・1ド均2．74⊥0．5LI，／P　　　ン酸の増加とリノ…ル酸の：密明オc減少癒ゴ認めるが，、二

比は4．96～2．57，平均3．97土0，52，uS／S比は6．1・1～　　　のll旨酸構成比は治療1こ」：り次第に対llliα）値に近づく傾

4、49，平均5．32土0．48である。　　　　　　　　　　　　　向な示すが，術後1カJlでは完6とに正常値とはならな

　これらの成績と抗甲状勝1剤投与後，米治療i時骨5」：び　　　い（図17）、、

対照との有意差を検討すると，ミリスチン酸は抗lfili犬　　　つぎにL／0比，　L／P比およびUS／S比も治療ほよ

腺剤投与後に比較してイぎ意簸を認めないが，未治療時

と比較すると高値を示し（Pく0．OD，また対照と↓：ヒ較　　　L／o比

しても高値を示す（P＜0・01）。パルミチン酸1よ抗甲；1犬

腺剤投夢後ならびに未治療時と比較して減少している　　　2・90ド

が（Pく0．01），対照と比較して有意差はないリパルミ
トオレイン酸は抗甲状腺剤投与後に比絞して減少して　　　2’80「

おり　（P＜0・OD・未治療H寺と歩ヒil変すると有1慰差はない　　　　2，70

が，対照と比較して高値である（PくQ・01）。ステアリ

ン酸は抗甲状腺剤投与後，未治療時ならびに対照と比　　　2．60・

較していずれとも：有意強はない。オレイン酸は抗甲状

腺剤投与後ならびに未治療時と比較して減少している　　　2町501

が（P＜0・01），対照と比ll皮して有意務を認めない。リ　　　2、40．

ノール酸幟抗甲状腺剤投｛∫L後ならびに未治療li馳こ比1鮫

して増加しているが（Pく0．01），対照と去ヒ較すれば低　　　2．30・

値である（Pく0．01）。アラキドン酸駄抗甲状腺剤投与・

後ならびに未治療時砒較して働：〔酬すが（Pく　2・2°

0・。1），対照と比較してi藍漁である（P＜0・Q1）・　　　2、10．

　っぎにL／0比，L／P比オδよびUS／S比は抗lll状腺

剤投与後ならびに米治療時に比較して上昇しているが　　　2，00・

（Pく0、01），対’照と比較すれ．壱ご｛瓜値て1ある（P・乱｛】．（）Do

　以上のごとく，甲状腺磯能尤進症の1nL漿コレステ　　　L90’

ロールエステルの脂酸構成比は、術後1ヵ月には抗1：ド、
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図15．　甲状腺i騒能り’G進痙の血漿：」レステロール　　　　　図16、　．1：P状腺機能充進症のlnL漿ロレ．．ステ脳署一ル

　　　エステルのL／O．比と1511甲状腺摂取尋｛　　　　　　　　　エ．ステルのL／0比とBMR
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り｝．欠第にL昇し，対照の値に近．・つく傾1司

を示すQ

　　　　　　　考　　援

　人の1血L漿脂質は11．1性｝1｝雪肪，　リソ脂質，

コレステロールエステル，コレステ獄一

ルおよび非エステル型脂肪酸　（NEFA．｝

よりなる32）33）。　血漿NEFAおよび中樵

脂肪は．・ドとして各紐織におけるエネル

ギー一源として圏．またリン脂質1拘よび’コレ

．ステロールエズテルに必要な脂酸の供尉ぎ

源として菰要である6）。脂酸および．1円！k

脂肪は生体内の多くの組織において合成

されるが1腸を除くその他の訓織ではこ

れらを1飢中に．放｝：1．1することなく，おもに

脂肪紺織がNEFAを3D，肝臓が中性II旨

：．　　　　　　　　肪1を放出する35）と考えられている、，そし、

．血
：P，：　　　てこのM£FAおよび1．．I　I性脂肪1親flし．流脅
　　サの

iiii　　　介して脂肪組織と肝臓とび）間な往来す
，　g　r

パルミチ・酸・．．オ。イ。酸．．．…・』一．．・．・リ。・一職　アラキドシ酸　る34’・これがF・tty・cid・yd幽であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
図17° ｫ讐蠣1ρ弊影菰7諺磁　 血鵬の分伽よ従来ペー一・
　　　　およびアラキドン酸比の治療による変動　　　．　　　ロマトグラフ．イーやカラムク”冒マト．グラ
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フィーが用いられていたが37）－40）lS亡a11141）の研究に」：　　人59）と，宏広いという人15）1）あるが，隊醤の研究では甲

って薄1囎クロ7マトグラフィーが脂質の分離，同定，あ　　　状腺機1指寛進症の米治療時の1飢漿中性ll剛屑i：は，鮒照

るいは分取の手段として欠くことの出来ない分析方法　　　と比較してや＆低値であるがイ∫意鑑を【認めなかったD

となった鋤3の。薄厨クi・マトグラフィーは微：！灘：の試料　　1血L漿中性1指肪ウよ，①脂酸の腸胤1こりの吸収，⑨肝臓に

癒短時間で分析することが出来，しかも分離能が優樗　　おける中性脂1防の合成と放出，③貯蔵脂肪へ0堺蔓取，

である点は最大の特徴で38），しかも操作がきわめて簡　　④NEFAの放川と組織での利刑，⑥胆汁や腸管購亭

易であり，ガスクロマトグラフf一加どと併川して鋤　　　よりの排泄などに」：って弔衡が保たれている52）、，した

脂質の分析に利川され’ぐいる、、　　　　　　　がって，これらか陥1、寂ずれたときに1血雌・剛指肪

　ガスクμマトグラフィーは，1952年Jame5とMar・　　の変動が起るオ，けである1，ところでlll状腺機能ノ曾G進症

ti1141｝）にょり脂酸の測定が発表されてから，次第に医　　　において血漿ll1性脂肪力二：〔1三憎ないし多少減少するll｝〔因

r拳の力i酊にも利用される、kうになり44）・ガヌクロマト　　｛こついて考察してみると，肝臓における合I」史はlll状腺

グラフィーは脂質の有力な研究手段として普及し・わ　　　ホル階ンの影響をうけ嶽いこと鋤，胆汁中への排泄も

が圓でも1960年頃から報撫がみられ・剃橋4后）の研究業　　　特に増加1しないこと61）62）などから，教霊の宮崎醐，そ

績はその代褒的なものである。　　　　　　　　　　　　の他の研究者6畑肺）も認めているごとく1甲状腺機能

　脂質の抽出には・かってはBlo｛，r氏法鱒力～川いられ　　　プ‘進症で｝朗｝ヨ肪紺織からのMCFAの放出と組織での

ていたが47），11ンlj｝預砧）抽出が不：∫醗なことカ・ら48，　利Jllが”雌し『（いるので，　lnl｝1｝紳i’k胴加）糸1職・＼の摂

F〔｝1ch氏法鋤が州いられるようになった。これは加熱　　取が多少増加するものと思わ、hる、、しかもこの際，血

する必要がなく，更に1血L漿のみならず紺織からの抽出　　漿Ill性脂肪はリボ蛋白リバーLゴによって加水分解され「

にも用いられる軌またCar1SQ・氏法吻聴過する必　て1　職にとり込まれる力壕・2）66）－1歌腺機能：腿症では

要がない点およびク脚μホルム層にlll：接ケイ酸処理が　　　このリポ蛋陶！」パーゼの活1生が増加しているので働，

行なえる嵐で大きく簡易化されている2D。　　　　　　　取り込みが容易となる【，いずれにして叱，甲状腺機能冗

　lllL漿中性脂肪の定墨砿1957年Van　Han【1e149）がII’｝：接　　進llllでII髭lllL漿中のNEI7A・騒：が増加しているにもカへ

法を考案するまでは総脂質蝋からコレステロ飼隔ル・リ　　　わらず6蹴　1血1漿中性月旨肪、1：が正幣ないし多少滅少して

ン脂質の値を差し引くという間接法によっていた47）。　　　いるのは糾織への摂取の増加によると考える、二とが妥

しかし木法は複雑な操作を必要とするので問題が多　　　｝1謡であろう、、

く，その後多くの人により改良がなされた。本llllでも　　　甲状腺機能几進症の未治療時には血漿中｛ノll脂肪翁が

1962年川廷123）により検討されたが，原”ll的1二はvan　　」E’滑ないしや』低値を示すが，手術llil処置としての抗

Hallde1らの方法とlrIl様で，その操f／llは；～レステロー　　　甲状腺剤投与後（術前）には血漿rll｛ノ剛旨肪蹴は未治療

ルの定盤法などにくらべると複雑であるが，ケイ酸に　　　時J：り増加した、、Smdhofer1）も治療に」：り1血1漿中性

よるカラムクロマトグラフィーにくらべると画瑚的な　　　脂肪鍛力曳増加し，健康ノ＼」：りむし，高値拷ご示すこ二とを

方法である47）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告している，，また甲状腺機能」「G進症の111状腺」脳≧切

　、血漿lll性ll旨肪の．II三常イ直は，報倍者1こよって：余り萢が　　　除後1カJjの血漿lill’k脂肪残：は抗1』ll状1腺1キ11投与後より

なく，Van　Hande149）は37～13吻／脇¢arls。n5°）5D　・燃減少するが，い一1ボれもIE常範IW1の変動である。

は34～153㎎／〔砿福li：52）は85㎎／46，嘗原53）は6｛1・6～　　　教室の村松㈱もlll状腺機li旨，〔進症の1轟L隈総［1旨酸醐の治

110．7π塀／認，川出2Dは32～153㎎／♂4，大和閏54）は27・｛1　　療による変動な追求Lて，未治療時には幽｝駄、ヒり低

～154．47解／（昭と報告しており，藩爵はVan　Handel一　　　傭であるが，抗甲状腺斉1」投ケ・後には増加して高nl！〔とな

川出変法にょって測定し，その対照の値は86土20　　り，多1｛∫後1ヵ月にば配常値とオくることを報告してい

解／d6で，諸家の値とほ父一致している。1血L漿rl．1性脂　　　る，，

肪は食：麹こよって影響されやすく，食復の高トリグリ　　　　単純性甲状｝1劉11iの」血L漿中性脂llノ∫燈は対照とに）間に有

セライド症が認められるので55），1血L漿llI性脂肪の控lll定　　　意差を誌めなかった、、これは甲状腺機能が正常である

は空腹時の血液が用いられている。また年令欄）｝58）　　点からみれば健康人と同じであり、肝機能1牌彗69）70），

および性豊52）55）を認めている人もあるが，≡將・爵はとく　　　動脈硬化5）71）72），高1霞L琉7：ヒ），癌74）75）等のない患者であ

に年令，性別による差を認めなかった。　　　　　　　　るから当然の二とである。

　諸尿D52）55）59）の報告によ豪tば甲状腺機能冗進疵では　　　　つぎに1血L漿中偶i脂肪の脂酸構成比｝こついてみるとゼ

1血L漿中性脂肪が1恥黄少するといわれている。また甲状腺　　　対照ではミ！」スチン酸，パルミチン酸，パルミトー4一レ

ホルモンに」血膿中性｝】旨肪低下作用があるとll。張する　　　イン酸，ステァリン酸，オレイン酸，リノール酸およ
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びアラキドン酸が検出された力二，アラキドン酸はきわ　　　ノ‘進症の！ll正漿総脂酉卿）脂酸構成比鈴・こおけるリノール門ll

めて少量であるため敏1略したQ脂酸構成比ではオレイ　　の滅少はリノール酸の利川兀進1・二よるも”）てある柑∫

ン酸が最も多く，ついでパルミチソ酸，リノール酸，　　　えてい溜，ζ、またln国1に二1、｝けるll旨酸の運搬連度にはノf｛か

パルミトオレイソ酸，ステアリン酸，ミリスチン酸の　　　あって。Il咽Jl旨肪のlll｛度が最も鍬く，ついでリン脂質，

順序である。この構成比は皮下脂肪のそれ7D75）…8，）と　　　；1レステ憐…ルエステルの順序である12）4昌1，ただし船

似ている。皮下脂肪のほとんどが中慨脂肪である76）鱒　　　酸の種類1二よっても若ドの’：異があり，リノーノ哨愛は

ことより当然の理であるD拙階の脂酸構成比を他の報　　　リン脂質，コレソ、テロールニステル沁財ゴ’ヒ結rr｛．Ψr「

｛II絶）71）82）のそれと比較するとリノール酸がや工多い　　　いといわ淑ていそ、亘2麟、、箸階の成績・1，リノー’L酸の減

が，特に問題と衆るほどのノ『αよ熊い。相沢7Pぱ血漿　　　少11朗qf剛剛加・二おいて最・し’宮明で’あ≧1’、、

中性脂肪の脂酸ll奪成比をリ｝女別と年令分ll　ClO乎以ドと　　　　甲状腺機能几値1lllの抗甲状腺1ヤlj投与後のlll【1［距II性脂

40才以上）に検討しているが，とくに有意難を認めて　　　1り」の脂酸構成1’ヒは，未治療時｛、°訟Ml‘ヒi、、’てミリ敦弟ア

いなし・り　また日本人と1吹牙こ人とを上ヒ圏陵した場合に．Oよll　　　“凌，　パノレミ　トオレイン酉変，　，ソ・テアリン酉愛．瞬よOlり／…

本人の方がリノール酸が多い傾向がある5）71），、　　　　　　ル酸の増加とオしイン酸の減少夷ご認めるメ’㍉　パルミ・∫

　甲状腺機能〕℃趨【11の未渥瞭時のinL撫陣1脂肪の脂酸　　ン酸1よほとんど変化していなし・。まノこリノ・魂酸は」｛1｝

構成比は，対照に比較してパルミチン酸，パルミトオ　　　加するが，対照と比較するとノ1霞二瞬戒少｛ご‘いイて，1，術後

レイン酸オδよびオレイン1駿の増加とミリスチン酸ホr患　　　1ヵ月に胴いてもリノール酸はな二1、対照の仙：l　l，、1㌧，

びリノール酸の減少が認めら1しる、、とくにパルミチン　　てい歳い、、しノ：：がって血｝llll国ノ購ヤ肪の脂門射薄成比が対

酸およびオレイン酸の増加とリノールFI卿）減少が藩明　　　照のll娼：もどるには，甲状腺機能がIE・滑と加剛ブごもな

で，これはlll状腺機能充進症の血漿総II旨酸11）68）および　　　おかなりの時間が必要と思われる、，濠た1骸酸比櫨つい

皮下脂肪76）のそれと似ている。甲状腺機能冗進症の1血t　　ても同様で，L／0比，　L／P比ならびにUS／S比は未

漿中性脂肪の脂F唆構成比に関する研究業雑〔は見あたら　　　治療時にかなり低IIIIをボし璽L／P比漏よびL／o比は

ないが7Schrade5）はITI状腺機能低下症の」血L策中憾ll旨　　　治療により増加するがl　uS／S比は増加ト1とず，術後1

肪の脂酸構成比では，パルミチン酸およびオレイン酸　　　ヵ月ではいずれの脂酸比もなお対照の値に．1釦｛，どらな

の増加と，リノール酸の減少を認めており，この成績　　　い。

は著新の甲状腺機能充1毯症のそれと似ている、，肝疾患　　　　単純性1μ状腺腫の鯉！薫中1ノ剛謝り∫の脂酸構成比は対照

ではパルミチン酸の増加とリ／一ル酸の滅少がみと　　　のそ，llと比較してもよくにYiな認めない、，・二れはlll状

められ69）8臼），糖尿病げαよパルミチン酸の1働II；15」：び　腺機能が、i雌なで，脂質代謝に異常がないためと厩ら

オレイン酸の軽度増加とリノール酸の軽度減少を認め　　　れる、

る5）。各種疾患ともパルミチン酸，オレイン酸，リノ　　　　つぎに【血L漿リン脂質はレシチン68％，スフイン冨ミ

ール酸の変動が特徴的であるが，甲状腺機能充進症で　　　エリン19％，リゾレシチン8％，ケファリン5％より

は二の3つの脂酸のうちリノール酸の減少がとくに著　　　なり，その脂酸構成比もそれぞれ異なゆが鋤，響諸は

明である。甲状腺機能充進症では［血雌中性脂1り爆：もii三　　とくにそれらを分離しなかった。

常ないし多少減少の傾向にあるため，リノール酸は　　　　リン脂質は生体1勾では舟組織においてr㌢成と分所1冨と

脂酸比においてのみならず絶対尉二も減少している9リ　　が行なわれているが，その動的・1λ衡ぱ触ll織によ・・て

ノール酸は不可欠必郷旨酸であるから，その増1成につ　廻震る昌G）すなわち合成分解σ）最も漁蹴酬織1よ肝臓，

いては摂取と吸収が聞題となるが，ほ到可一・の食物を　　　腸および腎臓で，中間に僚するのは膵臓，副瞥お，iこび

摂っている対照例および単純惧III状腺腫の血漿中側三脂　　　肺ドぐあり，最も緩慢なのは筋肉および脳である8の、，た

肪の脂酸構成比においてはリノール酸の減少はみられ　　　だし肝臓では口成が分解を上回り過剰な分は1白ullに放

ず，また甲状腺機能充進症のリノール酸を投与しても　　　出される86）。i鼠漿中のリン脂質1よほとんどすべて肝臓

傑総脂酸の脂酸構成比セこ変化をおよぼさないことか　な二1昧するものである・・層）。したがってlllL・llP，ン脂

ら68），甲状腺機能几進症におけるリノール酸の減少　　　償の変動は，肝臓に二捌ナる脅成お」こび5｝解り差に．い，

は、吸取はともかくとしても，摂取の低ドによるもの　　　決定される，，しかし閉錨性黄拍：の際にlliL漿1｝ン［illl：猷1：

とは思われない。…方，リノール酸は体内でに活漉酸　　　が高但を示す55）70）働ことより月珈i・内排泄も1附～正するこ二

化されCO2として体外に排泄されるが32），甲状腺機　　　とはできないと考えられるが，リン脂霞の胆汁内剃｝三泄

能冗遊症においては，とくにこの酸化が活議であるこ　　　はあまり大さくないという見解7）もあ熾、

とにもよると考えられる。教巌の村松⑬も叩状腺機能　　　　1，ン脂質の定温：に閨しては，なお種々の問題が覧さ
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れているが，総リソ脂質蔵をなるべく簡便に定韻：しよ　　　化は認められない。とくにステアリン酸の増加は他の

うとすることが第…である。その11111勺には，まず脂質　　　脂質分画にネ3ける成績と異なる点であイ），，リノール酸

の抽出後その抽出液の一一部を2｛［ll1生灰化し，脂質リンを　　　の減少予’も中性脂1り銘二ついで大ぎい、，りγ脂質分画孤

リン酸として定蔵した値に25倍してリン脂質趙：を錦：出　　　おいてもリノール酸の減少が月当微的であり，ステアリ

する方法がある。この方法はリン脂質をすべてレシチ　　　ン酸の増加はリノール酸の変化に随f1Fするものであろ

ソ乏’ラえて25倍したもので決してll三確な方法ではない　　　う，，アラキドン酸1よリノール酸より生成される謝こと

が，晒紳のリン｝」旨質の％はレシチンであイ，こと儲　　ll二リリ炉ル伽）減少する場価二はアラキドン酸1し誠

えれば，大略の値細1｝ることができる4脚、，　　　　少する疾患鋤）が飢・が一il状腺機有眈1鎮症ではアワ

　1血L漿リン脂紺ll：の11謝鰍・年令，撫・二よって異な　　キド納変はむしろ増加してし弧，

り9の，その他人種，例lij，性周期など55）に．kっても変　　　　つざに治療経1趣．：したかって脂酸構成1七の推移をみ

動するが，ロレステロールに比べると変動が少ない1、　　　ると，抗甲状腺翻｛と々・後（術前）に々．1：，リノール酸は

　薯懸は湿1／k灰化一硫酸ヒドラジソ還元比色法を川い　　　増力llし，アラキドン酸は減少の傾向な示し，術微1カ

たが，対照の1血藻リソ月躍乏賎rは181土38卿46であイ・。　ljではリノ吋レ酸はさらに増加するが，この時期にお

lil形91），五局92）らは160～200㎎／（畝友野93）は187土　　　いてもなお対照値に～1）どっていない。これに朗してス

3・吻／66，紫田25）は175～35〔｝御／46，福ル94）は1｛iO～　　　テアリン酸およびアラキドン酸は対照ρ）値にもどって

220π塀／ゴ6，八杉95）は150・｝1901㎎／紹を1Ll？｝を値としてお　　　いる、き

り，これらの櫃は著者のf直と火兼ない、，　　　　　　　　　　演た服酸比砥ついてみると，血篁リソll旨蜜ではステ

　著者の成紙によれば，lll状腺機能泥進症の未治療1琳　　　アリン酸の増加とリノール酸の減少が認められること

における血漿リン脂質量llk　15Q土39π夢／（昭で，対照」；　　　．Lり1，／S比の変動が鹸も三勘り1で，　L／s」七は未治療時

り低値である。諸家D55）の報告においても甲状腺機能　　　には刈11醸の値に比較してかなり低下しているが，治療

充進症でほ血漿リン脂至｛鑑が低値を示し，甲状処泉機能　　　にしたがって次粥に上昇する。しかし，術後1ヵ月に

低下症では血漿リン脂質搬はi．昌値を示す鋤ゆとされ　　　おいても未だ対照の値にもどらない、，L／0比，　LIP比

ている、，甲状腺ホルモンが血漿リン脂質を低下させる　　　およびU＄／＄比も同様であ歓，

ことも知られているが13）鋤97），甲状腺月・ルモンはリソ　　　　単純性ll「1状腺職の」血L粟リンII旨質の脂酸構成比では鮒

ll旨質の合成を促進すると同11斜・二その分解と耕泄を増’1『　　照と比較してパルミトオ1・イン酸のみ，や・や醐値街示

と註張する人98）もあるp　　　　　　　　　　　　　　　　　すが，他の脂酸にはイ∫意，’とを・認めない、、

　甲状腺機能充進症の」前1漿リン脂質蹴は、抗lll状腺剤　　　　1血繭7コレステロールの定燈は，ω抽出，（2）けん化，

投与後にはSandho正er1）の述べているごとく，かなり　　　（3）ジキトユンによる瀧澱，精製，（4）比色等の操1’ドに

増加しまた術後1ヵ月にはやや減少するが，これら　　　よって完了する27）。この操作によったものがSchQe距

の変動はいずれも正常範囲内のものである。抗1【獣　　　heimer－Sperry法99）およびSperry－Webb法工゜o）噸であ

腺剤投与後（術前）にはすでに甲状腺機能はほ黛正融　　　る27，、，この力法は正確な催が得られ，現盗でもi血し清瓢

となる点から当然であろう。このことは甲状腺機能正　　　レステ四一ル定鰍法の慕準法といってもよい。しか

常な単純性甲状腺腫の1自L漿リン脂質鍛が対照の値と比　　　　し，操作が複雑なため，陳々な簡便法が試み．られてい

較してイコ，ロ、差な認めないという｝副突からも実証され　　　る、，ZurkOwski法2δ），　Pe‘しson法101，，　Zak・・H難niy法102）

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l⑬104），北村一変1り1105）など多くの方法が考案されて

　」血L漿リン脂質構成比についてみ為と対照ではパルミ　　　る。

チソ酸が最も多く，以下リノール酸，ステアリン酸，　　　　111L漿コレステロ・一ルェステルと総：コレステロー・ルの

オレイン酸，アラキドン酸1パルミトオレイン鹸，ミ　　比餐は肝障轡がな1｝ればほとんど変動しない31）ことよ

リスチン酸の順序である。これを他の報’ll南5）71）82）諭　　　り，本研究でにZurk‘）w51d法に．1：る総二』レステロー

の成績と比較してみると，パルミチン酸がやや少ない　　　ル搬：の測楚によって；fレノ・テロールエステル嶺ど推測

が，とくに璽幌するほどの蕊ではない、、欧米人と「1本　　　した、，

人では脂酸構成比に多少の脇がみられるが85）1年令ホ3　　　総；ルステロールの⊥E常でlil〔については1年令差，あ

よび男女差はない7D。　　　　　　　　　　　　　　　るいは姓差が論じられている。すなわち女憔の方がリ」

　甲状腺機能尤進症の未治療時には対照に比較してス　　性より高値を示すという人106），年令とともに上昇し，

テアリソ酸およびアラキドソ酸の増加とリノール酸の　　　20才から40才までは男性が高値を示すが，20才以下と

減少を認めるが，パルミチン酸およびオレイン酸の変　　　40才以上では女性の方が高値を示すという人9°）もあ
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る。しかし，年令瀧はほとんどないという人58）mlo8）　　少すると述べている，，

もある。また人種によっても異なり，・・般に日本人は　　　　以上のごとく，甲状腺ホルモンと1鱒｝馳レステμ一

欧米人よりも低い55）58）109）。同じ入種でも履住地によ　　ル鍛との関係については種々の論識があ篭｝がp甲状腺

っても異なるという5珈1°）。これらの相違は動物1ノ【食　　　ホル鵡ソはコレステμ一ルの雀㌃成を促進すゐと同II替に

川摂取の多寡と関係があると思われるユ゜ω。また職業　　　その分解と排泄を増力11させると考える人9B）1絢一1脚が

による兼55），雫節にょる変動開）1恥，女性における性周　　　多い。さらに甲状腺ホルモンはニユレ久テロ戸一ルの‘krf

期，妊娠にょる変動55）などが検討されている。したが　　　成を、Lllllる胆71’酸の生成；1、書よび排泄鴻ごllll進す≧；，作川が

って総コレステロールのil常値をみるとき，以Lのよ　　あるために，．lnL清コレステμ一ル・｝1i：が低ドするも0）’1

うな困子によって変化することに注意する必要があ　　考えている人もある1鋤『132），，

る。著者は以Lの点を考慮すると共に，1．111状腺機能：Jt　　　さてlll状腺機能ll‘己進Illlの未治療ll苛3に低nll　r示しノ雑甑

進症は若い女性に多いのでU2）対照としては若い女性　　　清総コレステロール1畳1：は抗ill状】ll♪t剤投ヴ後には11三‘滑偵

を1三としてえらんだ。薪者のZurk（，wski法｝こよって　　　にもどり，術後1ヵ月には正常値より～1＞むしろ高値脅

測定した対照の値は144±121㎎／46で，同法によって測　　　示すc，丸田，Salldhof¢rら1）16）エ9）13B）134）も治1寮にJlり

定した柴田27），中IB）はいずれも130～20｛》㎎／46をli三常　　　inLl　i　uレステロールがlil常にもどることな1剛1「してい

値としている、，　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　甲状腺機1彪」い旦i症の未治療時’唱，L対照に比して低／直　　　　単純性甲；lk腺腫の1白曜ナ総レ1レステローノ1・吊：け対「照・し

を示し有意張を認める、，甲状腺機能とlllL清誕レステ　　　の問に差1よ駕め蹴い。

ロールとの関係については沢山の報告があり，甲脚1泉　　　1白雌ニユレステμ一ルエステルの脂酸構成1』ヒで1．い1

機能尤進状態ではコレステロールの減少を伴い1）3）M）　　　ノール酸が∫趣』多く約60％，以下オレイン酸，バルミ

鋤1M），甲状腺機能低下状態で1；L諏レステロールの増　　　チン酸1アラキドン酸，パルミトオレイソ酸，ステ

加を示す1）而3）8）9）1°）114）U5）。コレ7・テτ』ルは火部分｝1．「　　アリン酸、ミ！1スチソ酸の順序である、、これ．な他の、1乏

臓で倉成され，」血L中コレステμ一ルの大部分は肝臓に　　11r謄71）8伽35）のそれと比較するとリノール酸がやや争

由来する。肝脚こおけるコレステ・一ルの合成は醐尺　い，，

腺機能尤進ラットで増加し，逆に低下ラットで減少す　　　　甲状腺機で∫旨プじ進症の未治療時の脂酸構成ユ’ヒは・刈1轍

るという11①117）。血清lliのコレステロールの約i知よ脂　　　と比較して’勺レミチン酸，パルミトオレイン酸，オレ

酸と結合したエステル型であり，甲状腺ホルモソの投　　　イン酸およびアラキドン酸の増加とリノール醗の滅少

与により血清コレステロール鍛が低下してもエステル　　　を誌める，，とくにリノール酸の減少が嵜明である、，前

比は変化しないといわれている14）。エステル比は肝疾　　　述のごとくコレステP一ルエステルは甲状腺機能ワ摩‘進

患以外では著明な変化はみられないという。　　　　　　症では鍛的にも減少していることよりリノール酸は絶

　一方，胆汁内へのコレステロールの排泄は，一南1甲　　対最においても減少していると思われる。文献的に

状腺にょって支配され，胆汁内捌i泄は甲状腺機向旨低下　　　は，甲状腺機能低叩ド症では，パルミチン酸、パルミト

ラットでは減少し，機能尤進ラットでぼ増加し118川9），　　オレイ、ソ酸の増加とリノール酸の減少が報｛翫罰iてい

1血清コレステロールの調節に役立つとされている㈲　　　るが5），甲状11泉機能冗進症におけるσ｝究報缶はない、，

⑳。しかし反対の結果を報倍している人121）もある。　　　他疾患についてみると，肝疾患ではパルミチンA隻，　．、

さらに，Ellefso11ユ22）は甲状腺機能元進症では血中コ　　パルミトオレイン酸，ステアリン酸の増加とリノール

レステロール量が減少しているが，肝コレステμ一ル　　　酸の減少，糖尿痛で1まパルミチン酸およびステァリン

含．造は増加していることを報告し，，またKarP123），　　　酸の増加・ネフローゼ症候群ではオレイン酸の増加，

Handler124）らは甲｝i潮泉機能低下状態では｝1：1臓におけ　　本態｛！l高コレステロール血症ではパルミチン酸の増加

るコレステロール合成が低下しているが，コレステロ　　　とリノール酸の減少が報告されている鋤。甲状腺機能

一ルの異化の減少によって高コレステμ一ル並L癒を来　　　プ謎i拍の脂酸構成比は，肝疾患と似ているが，肝疾

たすと説明している、、RQsenman125）も甲状腺ホルモソ　　患ではリノール酸が減少し，これより生成されるアラ

は血清コレステμ一ル簸を減少させ，組織中のコレス　　　キドン酸32）も減少ないし不変2°）83）であるのに規して、

テロール墨二を増加させ，抗甲状腺剤はどちらのコレス　　　甲状腺機能尤進症ではアラキドン酸が増加していゐ点

テP一ル量：をも増加させると述べている。これに対レ　　　で異なる。これは血漿リン脂繋｛の脂酸構成比の場合と

て、Mookerjea17），　Jone3u4）らはq：1状［1泉機能低下の際　　　同様であるΩ高橋69）は低脂肪食ラットに甲状腺ホル鵡

にはコレステロールの合成が増加し，機能尤進では減　　　ンを与えると，アラキドン酸の増加する寮叢を1謁めて
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いるQすなわち不可欠必須脂肪酸であるリノール酸の　　　の間にイ∫意諮を認めない。

摂取が減少しても，リノール酸よりアラキドソ酸への　　　　（2）　Ill礫リン脂質量は低値を示’1『が治療後には正

生成は甲状腺ホルモンにより尤進するものと考えら　　　常値となる。

れ・これは著者の甲状ll泉機能）t進症にお1ナる成績戯　　 （3）1血1？1量総πレステ・一ル、：は働’〔を示すが治療

持するものである。瓢島13）は甲状1腺ホルモンは［血L清：～　　後に1，矧i’常値となり引；1後1ヵ月では対照よllむしろ高

レステロ…ル楓を減少せしめるが，脂酸構成比をこ対し・　　値となる，，

ては影響・およぼさな1、・と報告している1、しかし勅物　　　　（4）　［血1漿中性塀書肪の脂酸構成圭ヒは，　竃ルミチン

実験において1よ甲状腺ホルモンの投与・量，投与日数な　　　酸，パルミトオレイン酸お」：びオレイン酸の増加とミ

どの爽験条件によって成糸鯉）相違か生ずるか塔・，この　　リスチン酸瓢1二びリノール酸の滅少煽も獅為、，脂酸

点を労慮して成績を1三ll箆する必要があろう。　　　　　　　比てはL／O比，　L／P比およびuS／S比の低一ドを認め

　叩状1陳機能）岱琶1症の未治療時｝二おける；」レステ！コー　　　る，、

ルエステルの脂酸構成比のリノール酸の減少率は，ql　　　（5，　血膜リン脂霞¢）脂酸構成比は，ステァリン酸

性脂肪および1ナソ脂質に」七して最～』少ない、、高橋ll紛　　　および’ン「ラヤドン酸の増加とリノール酸の滅少を認め

によれば馴：疾患ではllil酸構成⊥・ヒの変化はコレステロー　　　る、，　lj旨酸比で｝よL／S」七，　L／0比，　L／P比：卜∫よびuS／S

ルエステル分画に，掃いて最も癬明で，lll｛生脂肪，リン　　　比の低下ノご認めイ♪，，

ll旨f’1が、二れにつぐとさ；11，このユ1ll山とL、てL．　C、　A．　　　（6，）　【nlllfξ；1レ・ステ1’＿ル轟ステルの關酸｛、1［孝成比｝，に

（1ecii．11in－ch【，le旨ter（，l　acyhra11呂fel’as¢）σ）i瑚・ケ・が疹　　　パノしミ‘∫Lγρ凌，パルミ1・：47しイン1駿：擢．llびフ’ラヤドソ

えられており，肝疾患でセよL・C・ノ、．活性が低下してい　　　酸の増加とリノール酸の減少細認める，，脂酸比では

るためであるとされている。これのみでは説明できな　　L／Q比・L／P比およびUS／S上ヒはいずれも低下して

い燃もあろうが，甲状腺機能完進りltlではL．　G．A．活性　　　いる。

は正常またはやや増加している幽災137）から，：・レス　　　　（7）　すなわ1嚇血【漿中i’li脂1り捕：はやや低、ぐし，」血傑

テロール分画の脂酸構成比の変化が少ないことも理に　　　リン脂質．翔δよび血清コレステロール聯：はイ∫意益なも

かなっていると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　って低仙を示している・・また各脂質分画に二1δける脂酸

　以上のごとく，未治療時に持徴ある変化な示したコ　　構成比ではリノール酸の減少が特徴的で～乾）って・その

レステに一ルエステルの脂酸構成比は治療1こより改穿　　減少は中性ll旨肪において最も著明で，ついでリン脂

され，抗甲状腺剤投与後（術前）ではオレイン酸は減　　　質，コレステロールェステルの順序である。これら各

少し，リノール酸は増加して対照の値に近づく傾向を　　脂質の脂酸構成距ヒの変化は治療により対照の脂酸構成

示し，甲状腺機能の正常化した術後1ヵ月ではさらに　　　比に近づくが，乎術後1ヵ月では未だ完全には：［ε常化

改善され，パルミチン酸，オレイン酸は対照の値にも　　　していない9

どっている。一力，リノール酸は中性脂肪，リン脂質　　　　またL／0比・し／s比・LIP比・us／s比などはい

に比べると一番正常化しやすいが，未だ対照のlil’1には　　　ずれも低”ドし・la1漿巾性脂肪のL／0比はPBI・1311

もどっていない。すなわち脂酸構成比が一・．，たん異常　　　甲状腺摂ユi瞬｛およびBMRと・リン脂鷺のL／S比は

化すると容易に：IE常とならないことを示していそh，　　　PβL　Tri｛〕sorb　testお・kびBMRと，コレステロー

　つぎに脂酸比，すなわちL／o比，L／P比および　　　ルエステルのL／o比はPBI，131Pil状腺摂取廓オごよび

US／S比は米治療時には1底｝値であるが，治療に』：1♪－L　　　BMRといずれも負の相関々係にあることを朋らかに

昇する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　甲状1腺機能工獲常な単純｛生甲状腺」】iRの脂酸構成比は対

照・穂齢い・　　　　　。鋸閣1鰭糖黙1爆餐ぞ轡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本酬；究について多大の御教示をいただいた木‘学附属

　　　　　　　　　　結　論　　　　　　蕎階：1懸棄灘当1澱養壕1享響’繕懸灘爺

　著者は甲状腺機能充進llllにおける」血L漿lll性脂肪蹴，　　　爺，をいただいた中央検査椰野木1’玉三助1㍉斉藤恭子技

リン脂鯉：および血清総コレステ・一ル愚ならびにそ　官に瀦謁ける・

れらの脂酸構成比について研究を行い，つぎの様な結

論を得た。　　　　　　　㍉　　　 文献
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